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NL-42/NL-52 取扱説明書の構成

普通騒音計NL-42、精密騒音計NL-52 の取扱説明書は下記の 3部で構成されてい

ます。

● 操作編（本書）
騒音計NL-42/NL-52 の取り扱い、レベルレコーダやプリンタなど周辺機器を使

用するときの接続方法とその取り扱いおよびメモリカードを使用するときの取り

扱いに関する説明書です。

● シリアルインタフェース編
騒音計NL-42/NL-52 の内蔵シリアルインタフェースを使用したコンピュータと

の通信に関する説明書です。通信プロトコル、騒音計を制御するためのコマンド、

騒音計から出力されるデータなどについて説明しています。

● 技術解説編
騒音計の性能、マイクロホンの構造と特性、延長コードやウインドスクリーンを

使用したときの測定への影響など、騒音計と騒音測定に関する技術的な説明書で

す。

最新の取扱説明書は当社ホームページ（http://www.rion.co.jp/）に掲載されてい

ます。

＊ 本書中の会社名、商品名は、一般的に各社の登録商標または商標です。
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この説明書の構成

この説明書は、普通騒音計NL-42／精密騒音計NL-52 の機能、操作方法などについて説

明しています。他の機器とともに測定システムを組んだ場合の他の機器の操作については、

必ず当該機器の説明書をお読みください。

また、vページ以降に、安全に関わる注意事項が記載されています。必ずお読みください。

この説明書は次の各章で構成されています。

概要
本器の概要を記載しています。

各部の名称と機能
各キーや端子などの名称と機能を簡単に説明しています。

準備
使用前のチェック、設置、設定などについて説明しています。

校正
本器の校正方法について記載しています。

画面の見方
画面に表示される記号などについて説明しています。

測定
測定についての基本的な説明をしています。

ストア操作
測定データの保存方法について説明しています。

入出力端子
本器の入出力端子の説明です。
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初期値
本器の工場出荷時の設定値を記載しています。

設定ファイル
設定ファイルで本器を起動する方法などを記載しています。

別売品
別売品のマイクロホン延長コード、プリンタ、レベルレコーダについて説明して

います。

仕様
本器の仕様を記載しています。
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安全にお使いいただくために

この説明書の中では、事故防止上必要と思われる部分に、下記のような表示をして注意を

喚起しています。生命、身体の安全を確保し、本器および周辺の設備などの損害を防止す

るために必要な事柄です。

注 意

重 要

ここに書かれた注意を無視す
ると、人身あるいは周囲の設
備に傷害・損害を招く可能性
があります。

ここに書かれた注意を無視す
ると、本器が故障する可能性
があります。

安全には直接影響しません
が、本器の機能を正しく活
用するためのアドバイスを
記載しています。

ノート

警 告
ここに書かれた注意を無視す
ると、生命、身体の安全を確
保できない可能性があります。
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Lp
サウンドレベル

Leq
時間平均
サウンドレベル

LE
音響暴露レベル

Lmax

サウンドレベルの
最大値
(Lminも同様)
LN
時間率サウンドレベル

Lpeak
ピークサウンドレベル

A特性 A特性サウンドレベル
 （騒音レベル）
C特性 C特性サウンドレベル
Z特性 Z特性サウンドレベル
A特性 A特性時間平均サウンドレベル
 （時間平均騒音レベル）
C特性 C特性時間平均サウンドレベル
Z特性 Z特性時間平均サウンドレベル
A特性 A特性音響暴露レベル
 （単発騒音暴露レベル）
C特性 C特性音響暴露レベル
Z特性 Z特性音響暴露レベル
A特性 A特性サウンドレベル
 （騒音レベル）の最大値
C特性 C特性サウンドレベルの最大値
Z特性 Z特性サウンドレベルの最大値
A特性 時間率A特性サウンドレベル
 （時間率騒音レベル）
C特性 時間率C特性サウンドレベル
Z特性 時間率Z特性サウンドレベル
A特性 A特性ピークサウンドレベル
C特性 C特性ピークサウンドレベル
Z特性 Z特性ピークサウンドレベル

時間重み付け特性

F特性 S特性 10ms I特性
LAF

LCF
LZF

LAS

LCS
LZS

LA10ms

LC10ms

LZ10ms

LAI

(LCI)
(LZI)

LAeq

LCeq
LZeq
LAE

LCE
LZE

LAIeq

(LCIeq)
(LZIeq)
(LAIE)

(LCIE)
(LZIE)

LAFmax

LCFmax

LZFmax

LAFNn

LCFNn
LZFNn

LASmax

LCSmax

LZSmax

LASNn

LCSNn
LZSNn

LA10msmax

LC10msmax

LZ10msmax

LA10msNn

LC10msNn

LZ10msNn

LAImax

(LCImax)
(LZImax)
(LAINn)

(LCINn)
(LZINn)

(LApeak)
LCpeak
LZpeak

周波数
重み付け
特性

測定量

量記号とその呼称
（周波数重み付け特性の有無により、サウンドレベルと音圧レベルを区別せずに

一律にサウンドレベルとしてあります）

Z特性は従来の平たん特性と同じです。

（注） ピークサウンドレベルと I特性との組み合わせは存在しません。

（ ）内の測定量については、操作上表示できますが、一般に使われていないか、

評価には適さない量です。
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普通騒音計NL-42、精密騒音計NL-52 での国際規格および JIS における量記号の

表記

量記号は ISO 1996、3891、IEC 61672-1、JIS Z 8202、8731 より抜粋しました。

Z特性は従来の平たん特性と同じです。

NL-42/52の表記 名　称 周波数重み付け特性 ISOの表記 IECの表記 JISの表記
LA 騒音レベル A特性 LpA - - - LpA

LC 音圧レベル C特性 - - - - - - - - -

LZ 音圧レベル Z特性 Lp - - - Lp

LAeq 等価騒音レベル A特性 LAeq,T LAeq,T LAeq,T

LCeq 等価音圧レベル C特性 - - - LCeq,T - - -

LZeq 等価音圧レベル Z特性 - - - - - - - - -

LAE A特性 LAE LAE,T LAE

LCE 単発騒音暴露レベル C特性 - - - - - - - - -

LZE Z特性 - - - - - - - - -

LA05 5%時間率騒音レベル LA5,T - - - LA5,T

LA10 10%時間率騒音レベル LA10,T - - - LA10,T

LAN LA50 50%時間率騒音レベル A特性 LAN,T LA50,T - - - LAN,T LA50,T

LA90 90%時間率騒音レベル LA90,T - - - LA90,T

LA95 95%時間率騒音レベル LA95,T - - - LA95,T

LAmax 騒音レベルの最大値 A特性 - - - - - - - - -

LAmin 騒音レベルの最小値 A特性 - - - - - - - - -

LCpk ピーク音圧レベル C特性 - - - LCpeak - - -
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取り扱い上の注意

● 本器の操作はこの取扱説明書に従ってください。

● 本器を落としたり、振動・衝撃を加えないでください。

また、マイクロホンの振動膜面には絶対に触れないでください。振動膜は非

常に薄い金属膜でできており、傷が付いたり破損することがあります。

● マイクロホンやプリアンプを銘板に記載された番号以外のものと取り替えない

でください。取り替えた場合は検定外品になります。

● 本器のプリアンプを他機種の騒音計で使用しないでください。プリアンプが故

障する恐れがあります。

● 本器の使用温湿度範囲は -10～+50℃、10～90％ RHです。

水やほこりのかかる場所や高温・高湿・直射日光下での保管はしないでくださ

い。また、塩分・硫黄分・化学薬品・ガスなどにより悪影響を受ける恐れのあ

る場所での使用や保管はしないでください。

● 屋外で使用中、雨が降ってきた場合は、測定を中断し、本体が濡れないように

してください。万一、水に濡れた場合は、乾いた布で水分をふき取り、風通し

の良い場所で乾燥させてください。

● 使用後は必ず電源を切ってください。

長期間使用せず保管する場合は電池を取り出しておいてください。電池を入れ

たままにすると液漏れを起こすことがあります。また、ACアダプタ、バッテ

リパックもはずしてください。

● コードやケーブルを取り外すときは、コードまたはケーブルを持って引き抜くな

ど無理な力をかけないで、必ずプラグまたはコネクタを持って外してください。

● 使用前と収納前にマイクロホングリッドに緩みのないことを確認してください。

緩みがある場合は締めなおしてから使用・収納してください。

● 本器は付属の収納ケースの、正しい場所に収納してください。

● 収納ケースには本器を 2台収納できますが、空きスペースに収納する場合は、

本器をエアキャップで巻いて保護してください。空きスペースに収納した場合

の本器の故障、破損については責任を負いかねますので、ご了承ください。

● 本器の汚れを取り除く場合は、乾いた軟らかい布、またはぬるま湯で良く絞っ

た布を使用してください。ベンジンやアルコールなどの有機溶剤は使用しない

でください。



xi

● 分解・改造はしないでください。

分解・改造をすると、型式承認外品および検定外品になります。

故障と思われる場合は手を加えずに、販売店または当社サービス窓口（裏表紙

参照）までご連絡ください。

● 液晶表示面、パネル面は傷つきやすいので、ペンや鉛筆、ドライバなどでつつ

いたり叩
たた

いたりしないでください。

● 本体の穴や隙間から針金、金属片、導電性のプラスチックなどを入れないでく

ださい。故障の原因となります。

● 測定精度維持のため、定期的に点検を受けてください。

取引または証明行為に使用する場合は 5年ごとに計量法による検定を受ける必

要があります。その際は販売店または当社営業部までご連絡ください。

● 本体や乾電池を廃棄する場合は国または地方自治体の条例に従ってください。

● 封印シールを外すと防塵防水性能の保証対象外の扱いとなるのでご注意くださ

い。

● 本器の防塵防水機能を維持するため、筐体内部のパッキンを定期的に交換する

ことをお勧めします。交換推奨期間の 2年を過ぎると防塵防水機能は保証され

ません。パッキンの交換については、販売店または当社サービス窓口（裏表紙

参照）までご連絡ください。

● 本器の時計用バックアップ充電池には寿命があります。5年ごとを目安に交換

してください。充電池の交換については、販売店または当社サービス窓口（裏

表紙参照）までご連絡ください。

● 製品の不具合などでお客様に損害があった場合の保障については、製品の改修

もしくは交換にて対応させていただきますので、何とぞご了承ください。
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普通騒音計NL-42／精密騒音計NL-52 は騒音計の各種法規である計量法、IEC、

JIS、ANSI に適合する騒音計です。本器は拡散音場にも対応し、ウインドスクリー

ン装着時も規格に適合します。

1/2 インチエレクトレットマイクロホンUC-52（普通騒音計）/UC-59（精密騒音計）、

プリアンプNH-24（普通騒音計）/NH-25（精密騒音計）および本体で構成され、プリ

アンプは本体から分離、延長して使用できます。本体には操作キー、3インチバッ

クライト付きTFTカラー半透過液晶表示器を備え、屋内、屋外、暗所いずれにお

いても良好な視認性が得られます。さらにタッチパネルを備え、表示も日本語に対

応するため、わかりやすく直感的な操作が可能であり、測定に不慣れな人でも安心

して測定できます。

出力端子としてAC OUT（交流出力）端子、DC OUT（直流出力）端子、I/O端子、

USB端子を備えています。

本体は IP54 の防塵防水性能（マイクロホン部除く）を有するため、屋外の測定でも

安心して使用でき、突然の降雨による不用意な故障を低減できます。

113 dB の広い直線動作範囲を有し、レンジを切り替えることなく測定できます。

また測定結果は本体内部もしくは SDカードに記録されます。

電源には単三形乾電池を採用し、連続 24 時間動作が可能な省電力設計となってい

ます。さらに環境にも配慮し、ニッケル水素充電池が使用でき、電池の廃棄量削

減に貢献します。外部電源の接続も可能で、さらに長時間の測定が行えます。

コンピュータとの通信は I/O端子またはUSB端子を利用します。USBはストレー

ジ対応であるため、コンピュータに接続するとNL-42/NL-52 がリムーバブルディ

スクとして認識されます。これにより、SDカードを本体から外すことなく、コン

ピュータへのデータ転送ができます。

RS-232C を利用したプリンタへの印字も行えます。

豊富なオプションプログラムにより、SDカードへの長時間の連続データ記録や、

波形収録、コンパレータ出力の機能、時間重み付け特性 I（インパルス）などの測

定を付加できます。さらにオクターブ･ 1/3 オクターブバンド実時間分析、FFT

分析など様々な測定に対応できます。

サウンドレベル、時間平均サウンドレベル、サウンドレベルの最大値、最小値のほ

か、時間率サウンドレベル、音響暴露レベルの測定機能を有し、測定結果は 1000

組まで本体内に記録できます。

概 要
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概 要

普通騒音計 NL-42/ 精密騒音計 NL-52 は下記の諸量を測定できます。

主演算

選択された時間重み付け特性（F、S）、周波数重み付け特性（A、C、Z）にて全項目を

同時測定

● 時間重み付きサウンドレベル Lp

● 時間平均サウンドレベル Leq

● 音響暴露レベル LE

● 時間重み付きサウンドレベルの最大値 Lmax

● 時間重み付きサウンドレベルの最小値 Lmin

● 時間率サウンドレベル LN（05、10、50、90、95）を最大5値

付加演算

主演算との同時測定機能として下のいずれか 1 つの測定が可能

● C 特性時間平均サウンドレベル LCeq

● C 特性ピークサウンドレベル LCpeak

● Z 特性ピークサウンドレベル LZpeak

● インパルス時間平均サウンドレベル LAIeq（オプションNX-42EX搭載時）

下記のような別売品があり、幅広い測定に対応できます。

● プリンタ  DPU-414

測定データ（メモリに保存されたデータを含む）が印字できます。

● レベルレコーダ LR-07、LR-20A

サウンドレベルの時間的変化の記録ができます。

オプションの機能拡張プログラム NX-42EX は一度インストールするとアンインス

トールできません。
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正 面

各部の名称と機能

マイクロホン・プリアンプ
マイクロホン・プリアンプは、本体部分と分離でき、別売の延長コードを使用して

離れたところに設置できます。

マイクロホンおよびプリアンプは背面の銘板に記載されている番号以外のものを使

用しないでください。検定外品となります。

表示画面
バックライト付きの液晶表示器です。

サウンドレベルを数値とバーグラフで表示します。また、騒音計の動作状態、設定

されている測定条件や警告などを表示します。

マイクロホン・
プリアンプ

表示画面

操作パネル
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各部の名称と機能

START/STOPキー
測定機能（各種の演算）を使用して測定を開始するとき、または測定を終了する

ときに使用します。

インジケータランプ
本器の動作や状態により赤、青の各色で点灯および点滅表示します。

PAUSE/CONTキー
測定機能を使用した測定中に演算に含めたくない騒音がある場合、このキーを押

すことで演算を一時停止（PAUSE）できます。

もう一度押すと演算は再開されます。

直前データ除去機能を用いることでキーを押した時点から数秒前（1、3、5 秒前

から選択）までの測定値を演算に含めないようにすることもできます。

マニュアル演算での PAUSE 中はインジケータランプが青色で点滅表示します。

ノート

ストアモードが Auto、Timer Auto のとき（オプション
の NX-42EX 搭載時）は、PAUSE キーは機能しません。

DISPLAY キー
測定画面の表示を切り替えるときに使用します。また、ヘルプ機能で画面上の項

目の解説を参照するときに使用します。

MENU/ENTERキー
メニューの項目の設定やその他の設定時に押します。

測定画面でこのキーを押すとメニューリスト画面が表示されます。

操作パネル

START/STOPキー PAUSE/CONTキー

DISPLAYキー

インジケータランプ

LIGHTキー

キー

POWERキー

MENU/ENTERキー

/  /  /   
CALキー
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各部の名称と機能

CAL キー
校正、また本器と接続する機器とのレベル合わせを行うときに押します。

/  /  /   キー
メニュー画面の項目の選択や変更に使用します。

LIGHT キー
表示画面のバックライトが点灯して、暗いところで画面を見ることができます。

消灯するときは再度押します。

メニュー画面において自動消灯機能が設定されているときは、設定時間後にバッ

クライトは自動消灯します。

スリープモードの測定待機中に測定条件を確認する場合もこのキーを押します

（54 ページ参照）。

POWERキー
電源を ON、OFF するキーです。

1 秒以上押し続けることで電源を ON、OFF します。

キーロック
キーと   キーを同時に押すと、全ての設定値がロックされます。

画面の左下に錠のマークが表示されます（36 ページ「画面の見方」参照 ）。

また、LIGHT キー以外は受け付けなくなります。

LIGHT キー以外のキーを押すと、キーロック中であることを表示します。

再度 キーと   キーを同時に押すとロックは解除されます。

電源を切るときは、キーロックを解除してから POWER キーを押して電源を

OFF にしてください。

メニューリスト画面、校正画面のときはキーロックはできません。
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各部の名称と機能

底面カバー
各端子を保護するためのカバーです。

底面カバーを開けると右側の図のように各端子があります。

重 要

防塵防水性能を保つために、底面カバーはしっかりと閉じ
て使用してください。

外部電源端子（DC IN）
別売のACアダプタNC-98シリーズを接続してAC 100～240 Vで使用できます。

また、別売のバッテリパックBP-21 も使用できます。

重 要

指定の ACアダプタ、バッテリパック以外は使用しないで
ください。故障の原因となる場合があります。

カードスロット (SD)
SD カードを挿入するスロットです。

I/O 端子
RS-232C 用端子（コンピュータ、プリンタなど）/コンパレータ出力端子です。

AC OUT端子
周波数重み付けされた交流信号を出力する端子です。

DC OUT端子
レベル化された直流信号を出力する端子です。

USB端子
コンピュータと接続する端子です。

底 面

DC IN
5-7 V

I/O AC OUT DC OUT USB

SD

外部電源端子(DC IN）

I/O端子 AC OUT
端子

DC OUT
端子

USB端子

カードスロット(SD）

底面カバー
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各部の名称と機能

背 面

封印シール
本器の防塵防水性能を保証するシールです。

重 要

封印シールを外すと防塵防水性能の保証対象外の扱いとな
るのでご注意ください。

銘板
本器の型式、マイクロホン番号、プリアンプ番号、製造番号、製造年月などの必

要事項が記載されています。

三脚取り付け用ねじ
このねじを使ってカメラ用の三脚に取り付けることができます。

電池収納部
単 3形乾電池を 4本入れて使用します。電池収納部内には電源投入モード切替ス

イッチがあります（13 ページ参照）。

銘板

電池収納部

三脚取り付け用ねじ

封印シール
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電源

本器は単 3 形（アルカリ）乾電池 4 本または別売の AC アダプタ NC-98 シリーズ、

別売のバッテリパック BP-21 で動作します。

ニッケル水素充電池も使用できますが、本器に充電する機能はありません。

警 告

本器の使用中に熱くなる、煙が出る、こげ臭いな
どの異常が発生した場合は、速やかに電池を抜く、
ACアダプタのプラグをコンセントから抜くなどの
処置を行い、販売店または当社サービス窓口まで
ご連絡ください。

ノート

AC アダプタを本器に接続した場合、電池を入れておいて
も AC アダプタから電源が供給されます（AC アダプタが
優先になります）。
停電などで AC アダプタから電源が供給されなくなった場
合、自動的に乾電池駆動に切り替わります。

外部電源のみで動作している場合、ファイルのオートク
ローズおよびオートシャットダウンが行われませんので、
本体内に新しい乾電池を入れておくことをお勧めします。

準 備
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準 備

乾電池の入れ方

1. 電池収納部のカバーを下図のようにして開けます。

2. 内部に表示されている電池の極性に従って単 3 形乾電池 4 本を入れます。

3. カバーを元のように取り付けます。

電池収納部

押す

この部分を矢印の方向に押し
てから、上方向に引き上げる
と、カバーがはずれます。

単3形乾電池
（4本）

注 意
乾電池の極性「＋」と「－」は間違えないよう正しく入れ
てください。極性を間違えると電池が破裂したり、液も
れを起こす場合があります。また、使用しないときは、
液もれなど防止のため電池を取り出しておいてくださ
い。電池からもれた液が皮膚や衣服に付着した場合は、
すぐにきれいな水で洗い流してください。

重 要

4 本とも同じ種類の新しい乾電池を入れてください。異な
る種類や新旧混ぜての使用は故障の原因となります。



10

準 備

電池の寿命は使用環境や製造元により異なりますが、おおよそ次のようになります。

電池寿命（23℃の場合） アルカリ電池 LR6 約 15 時間

ニッケル水素充電池 約 15 時間

また、NX-42EX がインストールされた状態で、ECO 設定 ON、Leq 演算周期 10 分（Lp

ストア OFF）の場合の電池の寿命は、次のようになります。

電池寿命（23℃の場合） アルカリ電池 LR6 約 26 時間

ニッケル水素充電池 約 25 時間

液晶表示器のバックライトを点灯したままにすると、電池寿命は約 5～50% 短くな

ります。（バックライトの明るさにより異なります。）

交流（AC）出力または直流（DC）出力のどちらかが ON の場合は電池寿命は約 25%

短くなります（50 ページ参照）。

オートストア使用時は設定条件により電池寿命は 20～40% 短くなります。

オプションプログラム動作時は機能により電池寿命が異なります。

重 要

本器ではニッケル水素充電池の充電は行えません。

ノート

ニッケル水素充電池の種類、充電状態により、電池寿命は
異なります。

工場出荷時の設定では、交流（AC）出力は「連動」、直
流（DC）出力は「ON」に設定されています。電池寿命を
延ばしたい場合は、メニューリスト画面より［システム

（Language）］を選択して、「ECO 設定」（28 ページ参照）を
実行するか、［入出力］を選択して、交流（AC）出力、直流

（DC）出力とも「OFF」を選択してください（91～94 ページ
参照）。
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準 備

外部電源端子

ACアダプタ
NC-98シリーズ

AC 100～240 V、50/60 Hz電源へ

底面
カバーを開ける

ACアダプタ
AC アダプタを用いて動作させる場合は下図のように接続します。

重 要

AC アダプタNC-98 シリーズ以外は使用しないでくださ
い。故障の原因となります。

バックアップ電池
本器は時計用のバックアップ電池（充電池）を使用しています。

充電池への充電は本体電源が ON のときに行われます。また、電源 OFF 時で

も外部電源が接続されていれば充電されます。

充電時間と保持期間の関係は以下のとおりです。

なお、24 時間がフル充電時間となります。

充電時間 保持期間の目安

1 時間 2 日

12 時間 30 日

24 時間 45 日

電源 OFF 時に、充電を目的として外部電源を接続する場合は、AC アダプタを使

用してください。

また、充電池には寿命があります。5 年ごとを目安に交換してください（販売店ま

たは当社サービス窓口までご連絡ください）。

ノート

使用環境によって充電時間と保持期間および充電池の寿
命は異なる場合があります。

古くなった充電池を使用した場合、保持期間が短くなりま
す。
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準 備

電源のON/OFF

本器の電源を入れるとき
POWER キーを 1 秒以上押し続けます。

画面が表示されたら POWER キーから指を離してください。起動画面表示後、測

定画面に移ります。

起動中はインジケータランプが赤→青→赤→・・・と点滅表示します。

インジケータランプ

POWERキー
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準 備

本器の電源を切るとき
POWER キーを電源 OFF 時の画面が出るまで数秒間押し続けます。

電源 OFF 時の画面が表示されたら POWER キーから指を離してください。

重 要

電源OFF 状態で長期間保管する場合は電池を抜いてくだ
さい。入れたままにすると液漏れを起こすことがありま
す。また、ACアダプタ、バッテリパックもはずしてくだ
さい。

ノート

本器の電源を切ってから再投入するまで10秒以上の間隔を
空けてください。

キーロックがかかっているときは、POWER キーを受け付
けません。 キーと   キーを同時に押して、キーロックを
解除してから電源を切ってください。

電源投入モード切替スイッチ
下図のように電池収納部のカバーをはずすと「電源投入モード切替スイッチ」があ

ります。通常は「A」側で使用しますが、このスイッチを「B」側にすると、外部電源

端子への電源供給によって本器の電源の ON/OFF を制御できます。このときは操

作パネルの POWER キーは働きません。

A B 電源投入モード
切替スイッチ

重 要

スイッチを「B」側で使用する場合には、電池を入れないで
ご使用ください。

スイッチを「B」側で使用する場合、本器の設定を変更して
すぐに電源を遮断すると設定がレジュームされない場合が
あります。設定変更後、10 秒経過してから電源を遮断し
てください。
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ウインドスクリーン（WS-10、WS-15）

風のある屋外や換気装置の騒音測定では、マイクロホンに風が当り、風雑音が発生

して測定誤差を生じることがあります。このような場合、ウインドスクリーンを取

り付けることで風雑音を軽減できます。

ウインドスクリーンをマイクロホンに装着した場合に周波数特性が少し変化します。

ウインドスクリーン使用時は下記の手順によりウインドスクリーンの補正を行うこ

とができます。

この補正を行うことによりウインドスクリーン付きの場合も規格に適合します。

特性については技術解説編を参照してください。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［測定設定］を選択して、MENU/ENTER キーを押し

ます。測定設定画面が表示されます。

3. /  キーで［ウインドスクリーン補正］を選択して、MENU/ENTER キーを

押します。ウインドスクリーンの選択画面が表示されます。

4. /  キーで使用するウインドスクリーンを選択して、MENU/ENTER

キーを押します。

5. START/STOP キーで測定画面に戻ります。

ノート

屋外用ウインドスクリーン WS-15 を使用する場合は、脱
落防止ゴムを外してください。WS-15 を挿入できない恐れ
があります。

ウインドスクリーンWS-10

脱落防止ゴム

屋外用ウインドスクリーンWS-15
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拡散音場補正

ANSI 規格適合品として使用する場合はこの補正を ON にしてください。

拡散音場で、周波数特性が平たんになるように補正します。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［測定設定］を選択して、MENU/ENTER キーを押し

ます。測定設定画面が表示されます。

3. /  キーで［拡散音場補正（DF）］を選択して、MENU/ENTER キーを押

します。［ON］、［OFF］の選択画面が表示されます。

4. /  キーで［ON］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

5. START/STOP キーで測定画面に戻ります。
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準 備

メモリカード（SDカード）、プログラムカード

測定データをメモリカードに記録して、その結果をコンピュータで処理できます。

また、プログラムカード内のソフトウェア（別売）をロードすることにより、様々

な測定に対応できます。

カードの着脱

重 要

カードの抜き差しは必ず電源をOFF にした状態で行って
ください。

SDカードの裏表に注意してください。

データの書き込み時または読み込み時に SDカードを取り
出すと、SDカード内のデータが破壊される場合がありま
す。

当社販売の SDカードを使用してください。当社販売の
SDカード以外は動作保障いたしません。

記録した測定データの破壊、消滅については、当社は一切
の責任を負いかねますので、ご了承ください。

1. 底面カバーを開けます。

2. カードを装着します。

SD カードのラベルが貼られている方を上にし、底面のカードスロットに、

手応えがあるまで挿入します。

3. カードを取り出すときは、挿入時と同方向に SD カードを押すと、カードス

ロットから出てきます。

ラベルが貼ら
れている方を
上にして挿入
します。

側面のスイッチを矢
印の方向にスライド
させると、書き込み
禁止になります。

カードスロット

SDカード
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重 要

コードが長くなるとコードの持つ静電容量のため、測定周
波数と測定レベルの上限が制限されます。取扱説明書の技
術解説編を参照してください。

1. プリアンプの固定ねじを緩め、本体からマイクロホン・プリアンプを取り外

します。

マイクロホン

プリアンプ
固定ねじ

騒音計本体
マイクロホングリッド

重 要

マイクロホンとプリアンプは絶対に分離しないでくださ
い。故障の原因となります。
使用前と収納前にマイクロホングリッドに緩みのないこ
とを確認してください。
緩みがある場合は締めなおしてから使用・収納してください。
マイクロホングリッドは絶対に外さないでください。マイ
クロホン破損の原因となります。

マイクロホン延長コード（EC-04 シリーズ）

電源は必ず OFF にして接続、分離をしてください。

騒音計本体による回折効果や測定者の音響的影響を軽減する必要がある測定ではマ

イクロホン部分を本体から離して設置できます。

マイクロホン延長コードは下記の種類があります。105 m までが計量法の検定の

対象です。コードは複数本使用して、延長することも可能です。

型 式
EC-04

EC-04A

EC-04B

長さ
2 m

5 m

10 m

型 式
EC-04C

EC-04D

EC-04E

長さ
30 m(リール部)＋5 m(中継コード)
50 m(リール部)＋5 m(中継コード)
100 m(リール部)＋5 m(中継コード)



18

準 備

2. 延長コードとプリアンプ、コードの他端と騒音計本体を接続します。

固定ねじで締め付けます。

3. マイクロホンを三脚に取り付ける場合は、マイクロホンホルダ（マイクロホ

ン延長コードに付属）を三脚に固定します。延長コードのコネクタ部をマイ

クロホンホルダに差し込みます。

マイクロホン

マイクロホンホルダ
（EC03001）

コネクタ

三脚

マイクロホン延長コード

プリアンプ

三脚への取り付け

長時間の測定では本器をカメラ用の三脚に取り付けます。

注 意
三脚への取り付け時は本器を落とさないように、また三
脚は倒れないように十分注意してください。

三脚使用時は、本器を取り付けた状態で三脚が安定して
いることを確認してください。

本器を三脚に取り付けたまま移動させないでください。
転倒したり、ぶつけたりしてけがをする恐れがあります。

重 要

三脚への本器の取り付け、取り外し時に、ねじが斜めにな
らないよう注意してください。無理な力で回すと本器のね
じを破損する恐れがあります。

ノート

三脚使用時は乾電池が取り出せない場合があります。



19

準 備

プリンタ（DPU-414）との接続

下図のように騒音計 NL-42、NL-52 の底面の I/O 端子とプリンタ（DPU-414）の入

力端子を別売のプリンタ用ケーブル CC-42P で接続します。他のケーブルは動作保

障いたしません。

重 要

ケーブルコネクタを I/O 端子に逆差ししないよう注意して
ください。

DPU-414 使用時の騒音計の設定
DPU-414 使用時は以下の手順で騒音計のボーレートを設定してください。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［入出力］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。
入出力画面が表示されます。

3. /  キーで［通信制御機能］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。
通信制御機能の選択画面が表示されます。

4. /  キーで［RS-232C］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

5. 入出力画面で［ボーレート］が表示されるので、選択して、MENU/ENTER
キーを押します。ボーレートの選択画面が表示されます。

6. /  キーで［19200bps］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

7. START/STOP キーで測定画面に戻ります。

プリンタへ

プリンタ用ケーブル　CC-42P

底面
カバーを開ける

I/O端子

縦の切り欠きを上にして
I/O端子の突起に合わせる

突起
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準 備

DPU-414 のソフトディップスイッチの設定
DPU-414 の ON LINE キーを押しながら電源を投入してください。

DPU-414 のステータスが印字されます。

NL-42/52 用にソフトディップスイッチを設定した印字例を下記に示します（実際

の印字の書体とは異なります）。

Continue ? : Push' ON-line SW'
Write ? : Push' Paper feed SW'
Dip SW-1

1 (OFF) : Input = Serial
2 (ON) : Printing Speed = High
3 (ON) : Auto Loading = ON
4 (OFF) : Auto LF = OFF
5 (ON) : Setting Command = Enable
6 (OFF) : Printing
7 (ON) : Density
8 (ON) : 100 %

Continue ? : Push' ON-line SW'
Write ? : Push' Paper feed SW'
Dip SW-2

1 (OFF) : Printing Columns = 80
2 (ON) : User FONt Back-up = ON
3 (ON) : Character Select = Normal
4 (ON) : Zero = Normal
5 (ON) : InternatiONal
6 (ON) : Character
7 (ON) : Set
8 (ON) : =Japan

Continue ? : Push' ON-line SW'
Write ? : Push' Paper feed SW'
Dip SW-3

1 (ON) : Data Length = 8 bits
2 (ON) : Parity Setting = No
3 (OFF) : Parity CONditiON = Even
4 (OFF) : Busy CONtrol = XON/XOFF
5 (OFF) : Baud
6 (ON) : Rate
7 (ON) : Select
8 (OFF) : = 19200 bps

Continue ? : Push'-line SW'
Write ? : Push' Paper feed SW'

DIP SW setting complete !!

詳細は DPU-414 の取扱説明書、
簡易取扱説明書を参照してくだ
さい。
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準 備

レベルレコーダ（LR-07、LR-20A）およびデータレコーダ
（DA-20、DA-40）との接続

下図のように騒音計 NL-42、NL-52 の底面の AC OUT 端子とレベルレコーダ

（LR-07、LR-20A）およびデータレコーダ（DA-20、DA-40）の入力端子を別売の出

力コード CC-24 で接続します。他のケーブルは動作保障いたしません。

底面
カバーを開ける

AC OUT端子

出力コード CC-24

レベルレコーダ（LR-07、LR-20A）、
データレコーダ（DA-20、DA-40）の
入力端子へ

BNC端子
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準 備

コンピュータとの接続

下図のように騒音計 NL-42、NL-52 の底面の USB 端子とコンピュータの USB 端

子を別売（市販品）の USB ケーブル A － miniB で接続します。

本器に挿入されたメモリカードは USB 接続によりドライバをインストールするこ

となく、リムーバブルディスクとして認識されます。

ノート

Auto モードでストアを実行する場合は、本器はリムーバ
ブルディスクとして認識されません。

通信機能を使用して USB コマンドで騒音計の設定を制御する場合は、メニューの

入出力－通信制御機能を［USB］にしてください。［USB］にしてコンピュータに接

続すると USB 通信機能を利用するためのドライバ要求メッセージが表示されます。

通信機能を使用する場合は、シリアルインタフェース編を参照してください。

底面
カバーを開ける

USB端子

コンピュータへ

USBケーブル A-miniB
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準 備

日付、時刻を合わせる

本器は時計を内蔵しています。測定したデータと共に測定した日付、時刻をメモ

リに保存できます。

日付、時刻の設定は次の手順で行ないます。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER

キーを押します。システム画面が表示されます。

3. /  キーで［現在時刻の設定］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

時刻の設定画面が表示されます。

4. /   キーで変更する［年］、［月］、［日］、［時］、［分］、［秒］を選択します。

5. /  キーで数値を変更します。

6. 手順 4、5 を繰り返し、全ての変更が終了したら MENU/ENTER キーを押

します。設定した年月日時分秒が本体の内蔵時計にセットされます。

7. START/STOP キーを押して測定画面に戻ります。

重 要

乾電池の液もれなどによる被害を防ぐため、長期間使用し
ない場合は、乾電池を取り出しておいてください。乾電
池を入れ直した場合は、測定前に必ず日付、時刻を合わせ
てください。

ノート

本器は、1ヶ月で最大約 1 分の誤差が生じます。測定前に
必ず時刻を合わせてください。

本器の時計は、電源 OFF のときは内蔵のバックアップ充
電池で保持されます。時計の保持期間はバックアップ充電
池の充電時間によります（11 ページ参照）。フル充電時間は
約 24 時間です。
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準 備

暗い場所での測定

LIGHT キーを押すと液晶画面のバックライトが点灯して、暗い所での表示が見や

すくなります。バックライトの点灯時間と明るさはメニューで選択します。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER
キーを押します。システム画面が表示されます。

3. /  キーで［バックライト · 液晶設定］を選択して、MENU/ENTER キーを
押します。バックライト · 液晶設定画面が表示されます。

4. /  キーで［バックライト自動消灯時間］を選択して、MENU/ENTER
キーを押します。消灯時間の選択画面が表示されます。

5. /  キーでバックライトの点灯時間を［30s］、［3min］、［連続］から選択して、
MENU/ENTER キーを押します。

6. /  キーで［バックライト明るさ調整］を選択して、MENU/ENTERキーを
押します。明るさ段階の選択画面が表示されます。

7. /  キーでバックライトの明るさを［1］～［4］の 4 段階から選択して、
MENU/ENTER キーを押します（［1］が暗く［4］が明るい）。

8. START/STOP キーを押して測定画面に戻ります。

バックライト点灯中に消灯したい場合は再度 LIGHT キーを押してください。

バックライトを［4］を選択すると約 30%、［1］を選択すると約 5% 電池の寿命が短く

なります。

ノート

メモリカード（SD カード）にストア中で電池残量表示が 1
つ（赤色表示）のときには、液晶画面のバックライトは点灯
しません。
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準 備

システム画面 バックライト・液晶設定画面
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準 備

サブチャンネルの設定

サブチャンネルの設定を ON にすると、サブチャンネル用に設定した周波数重み

付け特性と時間重み付け特性でのレベル値が主演算（メインチャンネル）のレベル

値と同時に表示されます。

サブチャンネル測定を行う場合はメニュー画面で設定します。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［測定設定］を選択して、MENU/ENTER キーを押し

ます。測定設定画面が表示されます。

3. /  キーで［サブチャンネル測定設定］を選択して、MENU/ENTER キーを

押します。サブチャンネル測定設定画面が表示されます。

4. /  キーで［サブチャンネル測定設定］を選択して、MENU/ENTER キーを

押します。［ON］、［OFF］の選択画面が表示されます。

5. /  キーで［ON］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

6. /  キーで［周波数重み付け特性］を選択して、MENU/ENTER キーを押

します。サブチャンネルの周波数重み付け特性の選択画面が表示されます。

7. /  キーでサブチャンネルの周波数重み付け特性を［A］、［C］、［Z］から選

択して、MENU/ENTER キーを押します。

8. /  キーで［時間重み付け特性］を選択して、MENU/ENTER キーを押し

ます。サブチャンネルの時間重み付け特性の選択画面が表示されます。

9. /  キーでサブチャンネルの時間重み付け特性を［F］、［S］、［I］から選択

して、MENU/ENTER キーを押します。

10. START/STOP キーを押して測定画面に戻ります。

ノート

サブチャンネル測定設定を［ON］にしないと、測定値は測
定画面に表示されません。

サブチャンネルの騒音レベルデータは保存されないため、
リコールデータ画面では表示されません（59 ページ参照）。

オプションの機能拡張プログラム NX-42EX が装備されて
いないと時間重み付け特性の［I］（インパルス）は選択でき
ません。
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測定設定画面 サブチャンネル測定設定画面

付加演算機能
サブチャンネル測定設定を［ON］にすると主演算との同時測定機能として下のいず

れか 1 つの測定が可能となります（71 ページ参照）。

● C 特性時間平均サウンドレベル LCeq

● C 特性ピークサウンドレベル LCpeak

● Z 特性ピークサウンドレベル LZpeak

● インパルス時間平均サウンドレベル LAIeq（オプションNX-42EX搭載時）

付加演算の周波数特性はサブチャンネルの周波数特性と連動するため、サブチャン

ネルが C 特性（Z 特性）の場合は、LCeq およびLCpeak（LZpeak）が選択可能となります。

ノート

付加演算設定を「ON」にしていても、メニューリストの「表
示」で付加演算の項目表示を「ON」に設定しないと付加演
算データは保存されません。
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ECO設定（省電力）

ECO 設定（省電力）を実行すると省電力設定となり、電池のみでも長時間の測定が

可能になります。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER

キーを押します。システム画面が表示されます。

3. /  キーで［ECO 設定（省電力）］を選択して、MENU/ENTER キーを押
します。確認画面が表示されます。

4. MENU/ENTER キーを押すと、ECO 設定（省電力）が実行されます。

5. START/STOP キーを押して測定画面に戻ります。

ECO 設定（省電力）を実行すると、項目の設定が以下のように自動的に変更されま

す。

サブチャンネル測定設定  OFF

バックライト自動消灯時間  30 秒

バックライト明るさ調整  1

付加演算設定    OFF

交流（AC）出力   OFF

直流（DC）出力   OFF

通信制御機能    OFF

オートストア時液晶自動消灯時間 1 分 （オプション NX-42EX 搭載時）

コンパレータ    OFF （オプション NX-42EX 搭載時）



29

準 備

コンパレータ出力

外部機器を制御するためのオープンコレクタ出力です。

オプションの機能拡張プログラム NX-42EX が装備されていないと設定できません。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［入出力］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。
入出力画面が表示されます。

3. /  キーで［コンパレータ］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。
コンパレータ画面が表示されます。

4. /  キーで［コンパレータ］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。
［ON］、［OFF］の選択画面が表示されます。

5. /  キーで［ON］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

6. /  キーで［コンパレータレベル］を選択して、MENU/ENTER キーを押
します。コンパレータレベルの設定画面が表示されます。

7. /   キーで上 1 桁
けた

を選択して、 /  キーで数値を設定します。

8. /   キーで下 2 桁
けた

を選択し、 /  キーで数値を設定して、MENU/
ENTER キーを押します。（25～130 dB、1 dB ステップ）

9. /  キーで［コンパレータバンド］を選択して、MENU/ENTER キーを押
します。コンパレータバンドの選択画面が表示されます。

10. /  キーでコンパレータバンドを［MAIN AP］、［SUB AP］から選択して、
MENU/ENTER キーを押します。

11. START/STOP キーを押して測定画面に戻ります。

入出力画面 コンパレータ画面
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外部機器との接続
下図のように騒音計 NL-42、NL-52 の底面の I/O 端子と外部機器の入力端子を別

売のコンパレータケーブル CC-42C で接続します。他のケーブルは動作保障いたし

ません。

重 要

ケーブルコネクタを I/O 端子に逆差ししないよう注意して
ください。

ノート

コンパレータバンドでサブチャンネル（SUB AP）が選ばれ
ている場合、コンパレータレベルのバー表示はバーグラフ
の上に表示されますが、バーグラフはメインチャンネルの
表示であるため、コンパレータの動きとバーグラフの動き
とは一致しません。

時間

レベルを下回って1秒間は
コンパレート信号を出力し続ける
1秒

コンパレータ出力
OFF

ON

コンパレータ
レベル

コンパレータ出力について
サブチャンネルが OFF のときにコンパレータバンドでサブチャンネル（SUB AP）

が選ばれている場合はコンパレータは動作しません。

コンパレート信号は下図のような時間で出力されます。

コンパレータケーブル　CC-42C

底面
カバーを開ける

I/O端子

縦の切り欠きを上にして
I/O端子の突起に合わせる

突起

BNC端子

外部機器ヘ
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言語の設定

本器ではメッセージやメニューの表示の際に使用する言語を選択できます。

1. MENU/ENTER キーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER

キーを押します。システム画面が表示されます。

3. /  キーで［Language］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。
表示言語の設定画面が表示されます。

4. /  キーで、使用する言語を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

5. START/STOP キーを押して測定画面に戻ります。

言語の選択は記憶されるので、電源を再投入しても選択された言語でメッ

セージを表示します。

ノート

本取扱説明書は［Language］を［日本語］設定として記載し
ています。
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測定を始める前に騒音計を校正します。電気信号による校正と音響校正器による校

正の 2種類があります。

内部校正（電気信号による校正）

本器は内蔵発振器（1 kHz、正弦波）による校正を行うことができます。

1. CAL キーを押します。下図のような校正画面が表示されます。

校 正

画面上部に「内部校正」と表示されていることを確認してください。「音響校

正」と表示されていたら、DISPLAYキーを押してください。「内部校正」に

切り替わります。

2. 校正値表示が 124 dB で点灯表示されていることを確認してください。

バーグラフの目盛上限が 130 dB 以外のときは、校正値表示がバーグラフの

目盛上限値 ‒6 dB の数値で点滅表示します。

3. /  キーでレベル表示を校正値表示の値（124.0 dB）にします。

4. 124.0 dB に校正できたら、CALキーを押して、測定画面に戻ります。

ノート

バーグラフの目盛上限が 130 dB 以外のときは、レベル表
示をバーグラフの目盛上限値 ‒6 dB に合わせてください。
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外部機器を校正するための信号出力
校正時のレベルレンジは目盛上限 130 dB ですが、外部機器を校正するときのた

めに、他のレベルレンジでも校正を行えるようにしています。この場合、校正値表

示の「○○ dB」の文字が点滅します。

校正値表示はレベルレンジの最大値から 6 dB低い値になるよう設定されています。

この時のAC OUT（交流出力）またはDC OUT（直流出力）を利用して、接続され
た外部機器を校正します。

1. CAL キーを押します。

2. /  キーでレベル表示の値（目盛上限－ 6 dB）にします。

底面のAC OUT端子およびDC OUT端子からCAL信号が出力されます。

3. 再度 CALキーを押すと測定状態に戻ります。

ノート

計量法による検定は、内蔵発振器の電気信号により校正さ
れた騒音計について行われています。

サウンドレベル以外の測定中（画面左上の三角マークが点
滅中、一時停止中を含む）は校正することができません。
測定を終了してから（START/STOPキーを押してから）
行ってください。
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NC-74用
1/2インチアダプタ

音響校正器 NC-74

ON OFF

PUSH

音響校正（音響校正器NC-74 による校正）

マイクロホンに音響校正器を装着し、サウンドレベル表示がカプラ内のサウンドレ

ベルに等しくなるように調整することで校正を行います。

1. 音響校正器NC-74 の電源は切っておきます。

2. 音響校正器NC-74 のカプラに 1/2 インチアダプタを取り付けます。

3. マイクロホンをカプラの奥に突き当たるまで静かに、ゆっくりと押し込みます。

重 要

音響校正器 NC-74 をマイクロホンに装着するときは静
かに、ゆっくりと行ってください。急激に押し込んだり、
引き抜いたりするとカプラ内の気圧が大きく変化し、マイ
クロホンの振動膜を破損することがあります。

4. 音響校正器NC-74 の電源スイッチをONにします

5. CAL キーを押します。次ページのような校正画面が表示されます。

画面上部に「音響校正」と表示されていることを確認してください。「内部校

正」と表示されていたら、DISPLAYキーを押してください。「音響校正」に

切り替わります。
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校 正

6. 本器が下に示したサウンドレベルを指示するように /  キーで合わせます。
NL-42： 93.9 dB

NL-52： 94.0 dB

7. CAL キーを押して、測定画面に戻ります。

8. 音響校正器NC-74 と本器の電源を切ります。

9. カプラからマイクロホンを静かに、ゆっくりと引き抜きます。

ノート

音響校正器NC-74 の詳細については音響校正器NC-74
の取扱説明書を参照してください。
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測定画面表示

実際に下図のような表示がなされることはありませんが、すべての文字が表示され

たものとして説明します。

画面の見方

Comp

Store

測定モード

ウインドスクリーン補正

ストアモード
Lpストア周期

バーグラフレベルレンジ
バーグラフ

過小信号表示

周波数重み付け特性

時間重み付け特性

レベル表示

電池残量

オートストア時表示

キーロック

日付/現在時間
交流出力の周波数重み付け特性

タッチパネルロック

SDカード装着表示
バックイレース機能

拡散音場補正設定

測定中マーク

過大信号表示/
コンパレータ

総測定時間
アドレス
演算/測定経過時間

遅延時間（セルフタイマ）
SDカード残量

Leq演算周期

OUTPUT過大信号表示

USB/RS-232C通信
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画面の見方

拡散音場補正設定
拡散音場補正機能がONに設定されていると表示します（15 ページ参照）。

バックイレース機能
バックイレース機能が1s、3s、5sのどれかに設定されていると表示します（68ペー

ジ参照）。

SDカード装着表示
SD カードが装着されていると表示します（16 ページ参照）。

SDカード残量
装着された SDカードの残量を表示します。

遅延時間（セルフタイマ）
遅延測定で設定された時間（秒）が表示されます（67 ページ参照）。遅延測定が

OFFの場合は表示されません。

演算 /測定経過時間
測定を開始してから経過した時間を時分秒で表示します。

アドレス
メモリのアドレスを表示します。ストアモードがManua l の場合はそのアドレ

スにデータがあれば赤色で表示されます。

総測定時間
ストアモードがAuto の場合に、設定した総測定時間を表示します（80 ページ参

照）。

ストアモード
メモリに保存するときのストアモードを表示します。

Manual、Auto、Timer Auto の 3 つのモードがあります（73 ページ参照）。

ノート

オプションの機能拡張プログラムNX-42EXが装備されて
いないとAuto、Timer Auto は選択できません。

Lp ストア周期
ストアモードがAuto、Timer Auto の場合に設定したLpストア周期を表示し

ます（80、85 ページ参照）。

Leq 演算周期
ストアモードがAuto、Timer Auto の場合に、設定したLeq 演算周期を表示

します（80、85 ページ参照）。
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画面の見方

コンパレータ
コンパレータの設定が ONのときにバーグラフにコンパレータレベルをオレ

ンジ色の線で表示します。設定したコンパレータレベルを超える信号が入ると

［Comp］と表示し、底面の I/O端子に信号を出力（オープンコレクタ）します（29

ページ参照）。

ノート

オプションの機能拡張プログラムNX-42EXが装備されて
いないと コンパレータ は選択できません。

過大信号表示
OVER（白抜き）はサウンドレベルの過大信号を検知すると最低 1 秒間表示され

ます。

は計算した演算値の中に過大信号があると表示されます。次の演算測定が

開始されるまで演算結果の表示画面に表示されます。

OUTPUT過大信号表示
OUTPUT
OVER （白抜き）はバーグラフの上限を超えるサウンドレベルの過大信号を検知

すると最低 1秒間表示されます。

表示する場合はバーグラフの表示レンジを上げてください。

OUTPUT過大信号表示が表示されるのは、交流（AC）出力、直流（DC）出力、

または波形収録機能がONに設定されているときのみです。

測定中マーク
演算値測定が動作しているときに▶が点滅表示します。また、インジケータラ

ンプが赤色で点滅表示します。

オートストア中にも▶ が点滅表示します。また、インジケータランプが赤色で

点滅表示します。

測定待機中は■マークを表示します。

一時停止中は I Iマークを点滅表示します。また、インジケータランプが青色で

点滅表示します。

交流出力の周波数重み付け特性
交流（AC）出力で設定した出力信号の周波数重み付け特性を表示します（91 ペー

ジ参照）。

日付 /現在時刻
現在の日時を表示しています。
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画面の見方

残量大 残量減少 点滅表示
電池交換

白色 白色 白色 赤色 赤色

タッチパネルロック
タッチパネルロック機能がONに設定されていると表示します。表示中はタッ

チパネルの操作ができません（47 ページ参照）。

キーロック
キーと   キーを同時に押すと各キーがロックされ、この錠のマークが表示され

ます。解除するときは、再度 キーと   キーを同時に押してください（5ページ

参照）。

USB/RS-232C通信
通信制御機能がUSBまたは RS-232C に設定されていると表示します（51 ページ

参照）。

電池残量
本器を乾電池で使用する場合、この表示を確認してください。電池が消耗するに

従い、白い部分の面積が減ります。表示が赤で点滅し始めたら正しい測定ができ

ません。新しい電池と交換してください。

ACアダプタまたはバッテリパックを使用しているときは電源プラグマーク

が表示されます。

レベル表示
メインチャンネルのサウンドレベルが表示されます（1 sec ごとに更新表示）。

周波数重み付け特性
メインチャンネルに設定した周波数重み付け特性が表示されます。

A：A特性、C：C特性、Z：Z特性（平たん特性）

時間重み付け特性
メインチャンネルに設定した時間重み付け特性が表示されます。

F：速い（Fast）、S：遅い（Slow）
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画面の見方

過小信号表示
UNDER（白抜き）はサウンドレベルの過小信号を検知すると表示されます。

UNDER は計算した演算値の中に過小信号があると表示されます。次の演算測定

が開始されるまで演算結果の表示画面に表示されます。

ノート

サブチャンネル測定設定がONになっている場合、測定下
限が低い方の周波数重み付け特性の測定値でUNDER表示
されます。

メインチャンネルとサブチャンネルでA特性と C特性も
しくはA特性と Z特性が設定されている場合（チャンネ
ルはどちらでもよい）は、A特性の測定値でUNDER表示
されます。
C特性と Z特性の場合は、C特性の測定値でUNDER表示
されます。

バーグラフ
サウンドレベルがバーグラフで表示されます。（100 msec ごとに更新）

バーグラフレベルレンジ
バーグラフの上限と下限を表示しています。メニューリスト画面内の「表示」で

レンジを変更できます（49 ページ参照）。

オートストア時表示
ストアモードがAuto、Timer Auto の場合、測定中に点滅表示されます。メモ

リにデータを保存しているときは消灯します。

ウインドスクリーン補正表示
ウインドスクリーン補正機能で設定したウインドスクリーンの機種を表示します

（14 ページ参照）。

測定モード
表示画面の状態を示しています。



41

画面の見方

サブチャンネル表示画面

メニューの「測定設定」画面内で「サブチャンネル測定設定」を、ONにすると、測

定画面にサブチャンネルのレベル値が表示されます（26 ページ参照）。

メインチャンネル

レベル表示

サブチャンネル

レベル表示

レベル値以外の測定量の表示画面

メニューの「表示」画面内で表示設定を ON にした測定量は、測定画面で

DISPLAYキーを押すと表示されます（48 ページ参照）。
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画面の見方

時間 - レベル画面

メニューの「表示」画面内で「時間 - レベル」表示設定を ONして、測定画面で

DISPLAYキーを押すと「時間 - レベル」画面が表示されます（48 ページ参照）。
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画面の見方

メッセージ表示

START/STOPキーか PAUSE/CONTキーを押すと、下図のようにメッセージ

が約 1秒間表示されます

START

STOP

PAUSE

BACK ERASE

CONTINUE

START/STOPキーが押され
演算が開始されたとき

PAUSE/CONTキーが押され
一時停止したとき

PAUSE/CONTキーが押され
演算が再開されたとき

START/STOPキーが押され
演算が終了したとき

演算中にPAUSE/CONTキーが
押されたとき
（バックイレースONに設定）
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画面の見方

メニューリスト画面

測定画面でMENU/ENTER キーを押すとメニューリスト画面を表示します。

/  /  /   キーでメニューを選択して、MENU/ENTERキーを押します。
DISPLAYキーを押すと、選択されている項目の説明文が表示されます。

PAUSE/CONTキー、またはSTART/STOPキーを押すと測定画面を表示します。

以下の周波数重み、時間重み、サブ ch の切り替えは、タッチパネル機能により指

で画面に直接触れることで行えます。（メニューリスト画面表示時は、現在の設定を

表示します。）

周波数重み
メインチャンネルの周波数重み付け特性を切り替えます。
画面上の「周波数重み」を指で押すたびに、A→ C→ Z→A→・・・と切り替わります。

時間重み
メインチャンネルの時間重み付け特性を切り替えます。
画面上の「時間重み」を指で押すたびに、F（速い）→ S（遅い）→F（速い）→・・・と

切り変わります。

サブ ch
サブチャンネル測定の測定量を表示するかを選択します。
画面上の「サブ ch」を指で押すたびに、ONとOFFが切り替わります。



45

画面の見方

システム（Language）
本器のシステムに関する項目を設定する画面です。

メニューリスト画面の［システム（Language）］を /  /  /   キーで選択して、
MENU/ENTERキーを押すと、システム画面が表示されます。

システム画面の各項目は /  キーで選択します。

DISPLAYキーを押すと、選択されている項目の説明文が表示されます。

PAUSE/CONTキーを押すと、メニューリスト画面に戻ります。

START/STOPキーを押すと測定画面を表示します。

/   キーで項目を
選択して
MENU/ENTERキーを押すと、
その下の階層を
表示する

「階層あり」のマーク

設定の保存 /読出 ▼

測定時の設定を保存したり、設定を読み出して本器に反映したりする画面を表示

します。

［設定の保存 /読出］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、設定操作画面

が表示されます（99 ページ参照）。

現在時刻の設定
本器の内蔵時計の年月日、時分秒を設定する画面を表示します。

［現在時刻の設定］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、現在時刻の設定

画面が表示されます（23 ページ参照）。
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画面の見方

バックライト・液晶設定 ▼
本器のバックライトおよび液晶表示部の機能について設定する画面を表示します。

［バックライト・液晶設定］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、バック

ライト・液晶設定画面が表示されます（24 ページ参照）。

電池の種類
本器に使用している電池の種類を選択します。選択した電池の種類に応じた電池

残量が測定画面に表示されます。

［電池の種類］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、電池の種類の選択画

面が表示されます。 /  キーで「アルカリ乾電池」か「ニッケル水素充電池」を選

択し、MENU/ENTERキーを押します。

カードフォーマット（SDカード挿入時に選択可能）
挿入されている SDカードをフォーマットします。

［カードフォーマット］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、確認画面が

表示されるので、フォーマットを行う場合は、MENU/ENTERキーを押します。

フォーマットを行わない場合は、PAUSE/CONTキーを押します。

空き領域 /容量
挿入されている SDカードの使用できる空き領域と全体のメモリ容量を表示しま

す。どちらも自動で読み込まれ、変更はできません。

ノート

USBケーブルをつなげたまま、以下の操作を行った場合、
空き領域が正しく表示されません。電源を入れ直すか、SD
カードを一度抜いて、再度挿入してください。

＊ 本器をリムーバブルディスクとして認識させ、デー
タをコンピュータに移動し、再度本器にデータを戻す。

インデックス
本器を複数台使用して並列測定を行う場合の、識別番号（1～255）を設定します。

［インデックス］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、インデックスの

設定画面が表示されます。 /   キーで設定したい桁
けた

を選択し、 /  キーで数

値を設定して、MENU/ENTERキーを押します。

ノート

測定したデータをインデックス番号が異なる器体でリコー
ルしてもデータの選択ができません（閲覧不可）。
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画面の見方

プログラム情報 ▼
本器のプログラムのバージョン情報画面を表示します。

［プログラム情報］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、プログラム情報

画面が表示されます。

タッチパネルロック
誤った操作を防止するためのタッチパネルのロック機能を有効にするかどうかを

設定します。

［タッチパネルロック］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、［ON］、

［OFF］の選択画面が表示されます。 /  キーで選択して、MENU/ENTER

キーを押します。

ECO設定（省電力）
省電力設定にして、消費電力を低く押さえる設定です。

［ECO設定（省電力）］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、確認画面が

表示されます（28 ページ参照）。

Language
画面の表示言語を選択します。

［Language］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、表示言語の設定画面

が表示されます（31 ページ参照）。
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画面の見方

表示
測定画面に表示する測定量などを設定する画面です。

メニューリスト画面の［表示］を /  /  /   キーで選択して、MENU/ENTER
キーを押すと、表示画面が表示されます。

表示画面の各項目は /  キーで選択します。

DISPLAYキーを押すと、選択されている項目の説明文が表示されます。

PAUSE/CONTキーを押すと、メニューリスト画面に戻ります。

START/STOPキーを押すと測定画面を表示します。

Leq、LE、Lmax、Lmin、付加演算（ONの場合）、L5、L10、L50、L90、L95
測定画面に表示する測定量を設定します。

各測定量を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、［ON］、［OFF］の選択

画面が表示されます。 /  キーで選択して、MENU/ENTERキーを押します。

測定画面には「ON」に設定した測定量が表示されます。

時間－レベル
時間－レベル表示を行うかを設定します。

［時間－レベル］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、［ON］、［OFF］の

選択画面が表示されます。 /  キーで選択して、MENU/ENTERキーを押し

ます（42 ページ参照）。
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画面の見方

時間スケール
［時間－レベル］を「ON」に設定した場合は、この項目が表示され、時間軸のス

ケールの設定が可能となります。

［時間スケール］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、時間スケールの選

択画面が表示されます。 /  キーで「20s」（20 秒）、「1min」（1分）、「2min」（2

分）から選択して、MENU/ENTERキーを押します。

表示・出力フルスケール
測定画面上のバーグラフの上限値および出力電圧のフルスケールを設定します。

［表示・出力フルスケール］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、数値の

設定画面が表示されます。 /  キーで数値を設定し、MENU/ENTERキーを

押します。設定できる数値は 70～130 dB で 10 dB 刻みです。

バーグラフ下限
測定画面上のバーグラフの下限値を設定します。

［バーグラフ下限］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、数値の設定画面

が表示されます。 /  キーで数値を設定し、MENU/ENTERキーを押します。

設定できる数値は 20～80 dB で 10 dB 刻みです。

表示・出力フルスケールで設定した値以上の値は設定できません。
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画面の見方

入出力
外部に出力する信号の種類などを設定する画面です。

メニューリスト画面の［入出力］を /  /  /   キーで選択して、MENU/ENTER
キーを押すと、入出力画面が表示されます。

入出力画面の各項目は /  キーで選択します。

DISPLAYキーを押すと、選択されている項目の説明文が表示されます。

PAUSE/CONTキーを押すと、メニューリスト画面に戻ります。

START/STOPキーを押すと測定画面を表示します。

交流（AC）出力
本器のAC OUT端子から出力する交流信号の周波数重み付け特性を選択します。

［交流（AC）出力］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、周波数重み付け

特性の選択画面が表示されます。 /  キーで「OFF」、「連動」、「A特性」、「C

特性」、「Z特性」から選択して、MENU/ENTERキーを押します（91 ページ参照）。

直流（DC）出力
本器のDC OUT端子から直流信号を出力するかを設定します。

［直流（DC）出力］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、［ON］、［OFF］

の選択画面が表示されます。 /  キーで選択して、MENU/ENTERキーを押

します（93 ページ参照）。
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画面の見方

コンパレータ ▼
本器の I/O端子から出力するコンパレータ信号（外部機器制御用のオープンコレ

クタ信号）について設定します。

［コンパレータ］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、コンパレータ画面

が表示されます（29 ページ参照）。

ノート

オプションの機能拡張プログラムNX-42EXが装備されて
いないとコンパレータは設定できません。

通信制御機能
本器と接続するコンピュータやプリンタとの通信形態を選択します。

［通信制御機能］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、通信機能の選択

画面が表示されます。 /  キーで「OFF」、「USB」、「RS-232C」から選択して、

MENU/ENTERキーを押します。

ボーレート
通信制御機能で「RS-232C」を選択した場合は、この項目が表示され、ボーレー

トの設定が可能となるので、接続する機器の設定に合うように選択します。

［ボーレート］を選択して、MENU/ENTER キーを押すと、ボーレートの選

択画面が表示されます。 /  キーで「9600bps」、「19200bps」、「38400bps」、

「57600bps」、「115200bps」から選択して、MENU/ENTERキーを押します。
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画面の見方

ストア
演算結果を保存する場合のモードなどを設定する画面です。

メニューリスト画面の［ストア］を /  /  /   キーで選択して、MENU/ENTER
キーを押すと、ストア画面が表示されます。

ストア画面の各項目は /  キーで選択します。

DISPLAYキーを押すと、選択されている項目の説明文が表示されます。

PAUSE/CONTキーを押すと、メニューリスト画面に戻ります。

START/STOPキーを押すと測定画面を表示します。

ストア画面は設定したストアモードにより、表示される設定項目が異なります。

設定項目の詳細については 73 ページの「ストア操作」を参照してください。

Manual Auto Timer Auto

ストアモード
ストア操作のモードを選択します。

［ストアモード］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、ストアモードの選

択画面が表示されます。 /  キーで「Manual」、「Auto」、「Timer Auto」から

選択して、MENU/ENTERキーを押します。

ノート

オプションの機能拡張プログラムNX-42EXが装備されて
いないとAuto、Timer Auto は設定できません。
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画面の見方

ストア名（各モード共通）
ストアデータの識別番号（0000～9999）を設定します。

［ストア名］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、ストア名の入力画面が

表示されます。

SDカードが挿入されていない場合は、設定できません。

測定時間（Manual モード）
Manual モードでの測定時間を設定します。

［測定時間］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、測定時間の選択画面が

表示されます。

総測定時間（Auto モード）
Auto モードでの総測定時間を設定します。

［総測定時間］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、総測定時間の選択画

面が表示されます。

ユーザー設定（Manual モード、Auto モード）
Manual モードの［測定時間］、Auto モードの［総測定時間］で「ユーザー設定」を

選択すると、［ユーザー設定］の項目が表示され、測定時間を任意に設定できます。

設定できる最長時間はManual モードで 24 時間、Auto モードで 1000 時間です。

Lp ストア周期（Auto モード、Timer Auto モード）
Auto モード、Timer Auto モードでのLp（サウンドレベル）のストア周期を設

定します。

［Lpストア周期］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、ストア周期の選

択画面が表示されます。

Leq 演算周期（Auto モード、Timer Auto モード）
Auto モード、Timer Auto モードでのLeq（時間平均サウンドレベル）演算周

期を設定します。

［Leq 演算周期］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、演算周期の選択画

面が表示されます。
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開始時刻（Timer Auto モード）
Timer Auto モードでの測定開始時刻を設定します。

［開始時刻］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、開始時刻の設定画面が

表示されます。初めて設定画面を開いたときは、現在時刻が示されています。

停止時刻（Timer Auto モード）
Timer Auto モードでの測定停止時刻を設定します。

［停止時刻］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、停止時刻の設定画面が

表示されます。

測定間隔（Timer Auto モード）
Timer Auto モードでの測定間隔時間を設定します。

［測定間隔］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、測定間隔時間の選択画

面が表示されます。

スリープモード（Timer Auto モード）
Timer Auto モードでの測定中にスリープモードを使用するか設定します。

［スリープ］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、［ON］、［OFF］の選択

画面が表示されます。

スリープモードがONのときには、START/STOPキーを押して測定待機中と

なった後、約 30 秒経過すると、低消費電力状態になり、消費電力が約 1/10 に

なります。また、測定間の待機中も低消費電力状態となります。

低消費電力中は、液晶が消え、インジケータランプが 5秒ごとに青色点滅します。

測定開始約 90 秒前になると起床し、測定開始まで待機します。

測定待機中に測定条件を確認する場合には、LIGHTキーを押すと、一時的に表

示され、操作がなければ、再度低消費電力状態に入ります。（他のキーは受け付

けません。）

スリープモード中は液晶が消灯するほか、交流 /直流出力、USB、コンパレー

タ、RS-232C 機能などもOFFになります。上記の機能が必要であれば、スリー

プモードの設定をOFFにしてください。



55

画面の見方

測定設定
測定の補正などを設定する画面です。

メニューリスト画面の［測定設定］を /  /  /   キーで選択して、MENU/
ENTERキーを押すと、測定設定画面が表示されます。

測定設定画面の各項目は /  キーで選択します。

DISPLAYキーを押すと、選択されている項目の説明文が表示されます。

PAUSE/CONTキーを押すと、メニューリスト画面に戻ります。

START/STOPキーを押すと測定画面を表示します。

周波数重み付け特性
メインチャンネルの周波数重み付け特性を切り替えます。

［周波数重み付け特性］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、周波数重み

付け特性の選択画面が表示されます。 /  キーで「A」、「C」、「Z」から選択して、

MENU/ENTERキーを押します。ここでの設定はメニューリスト画面でタッチ

パネルを操作して設定した場合と同じです。

時間重み付け特性
メインチャンネルの時間重み付け特性を切り替えます。

［時間重み付け特性］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、時間重み付け

特性の選択画面が表示されます。 /  キーで「F（速い）」、「S（遅い）」から選択

して、MENU/ENTERキーを押します。ここでの設定はメニューリスト画面で

タッチパネルを操作して設定した場合と同じです。
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ウインドスクリーン補正
ウインドスクリーンを取り付けて測定する場合に、周波数特性の変化を補正する

ために設定します。

［ウインドスクリーン補正］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、取り付

けるウインドスクリーンの選択画面を表示します（14 ページ参照）。

拡散音場補正
拡散音場で周波数特性が平たんになるように補正するために設定します。

［拡散音場補正］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、［ON］、［OFF］の

選択画面が表示されます（15 ページ参照）。

遅延測定
測定開始の操作後、実際に測定を開始するまでの遅延時間を設定します。

［遅延測定］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、遅延時間の選択画面が

表示されます（67 ページ参照）。

バックイレース
測定を中断した場合に、中断直前のデータを演算に含めないようにする機能を設

定します。

［バックイレース］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、バックイレース

時間の選択画面が表示されます（68 ページ参照）。

サブチャンネル測定設定
サブチャンネルと、付加演算について設定します。

［サブチャンネル測定設定］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、サブ

チャンネル測定設定画面が表示されます（26 ページ参照）。
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保存 /印刷
画面に表示された測定データやリコールデータなどを保存、印刷するための画面で

す。

メニューリスト画面の［保存 /印刷］を /  /  /   キーで選択して、MENU/
ENTERキーを押すと、測定画面上に保存 /印刷画面が表示されます。

保存 /印刷画面の各項目は /  キーで選択します。

データ保存
表示中の測定データを保存します。Manual 測定（演算）のデータがある場合に、

表示されます。

［データ保存］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、データが保存されます。

画面保存（BMP）
表示中の測定画面を BMP（ビットマップ）形式で本体メモリに保存します（90

ページ参照）。

［画面保存（BMP）］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、画面データが

保存されます。データ容量は 1ファイルにつき約 300 kByte となります。

プリント印刷
表示中の測定データを接続したプリンタで印字します。

［プリント印刷］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、データがプリント

されます（105 ページ参照）。

キャンセル
選択して、MENU/ENTERキーを押すと、保存 /印刷画面が閉じます。
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機能切替
オプションプログラムが搭載されている場合に、本器の機能を各プログラムへ変更

する画面です。

メニューリスト画面の［機能切替］を /  /  /   キーで選択して、MENU/
ENTERキーを押すと、機能切替画面が表示されます。

機能切替画面の各項目は /  キーで選択します。

PAUSE/CONTキーを押すと、メニューリスト画面に戻ります。

START/STOPキーを押すと測定画面を表示します。

選択機能一覧
使用するオプションプログラム名を選択して機能を切り替えます。

使用したいオプションプログラム名を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

お使いの機種によりNL-42、NL-52 どちらかが表示されます。

搭載されていないオプションプログラム名は表示されません。
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リコール
内蔵メモリまたは SDカード内に保存されたデータを読み込む画面です。

メニューリスト画面の［リコール］を /  /  /   キーで選択して、MENU/
ENTERキーを押すと、ファイル選択画面が表示されます。

データの保存場所は /   キー、データファイルは /  キーで選択します。

PAUSE/CONTキーを押すと、メニューリスト画面に戻ります。

START/STOPキーを押すと測定画面を表示します。

ノート

保存データの容量が大きい場合、データを読み込み、ファ
イル選択画面を表示するのに時間がかかる場合があります。

データの保存場所

データファイル

データの保存場所には、「内蔵メモリManual」、「SD Manual」、「SD Auto Lp」、

「SD Auto Leq」があり、SDカードが挿入されていないときは、「内蔵メモリ

Manual」のみ選択可能です。
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データファイルを選択して、MENU/ENTERキーを押すと、ファイル処理画面が

表示されます。

データを確認
選択したデータファイルの測定データを画面に表示します。

［データを確認］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

/  キーを押すと、表示中のデータの前後のアドレスのデータを表示できます。
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データを削除
選択したデータファイルを削除します。

［データを削除］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。確認画面が表示

されるので、 /  キーで「はい」を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

データをSDカードにコピー（内蔵メモリデータのみ）
選択した内蔵メモリ内のデータファイルを SDカードへコピーします。

［データを SDカードにコピー］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

ストア名の入力画面が表示されるので、コピー先のストア名（4桁
けた

の数字）を入力

してMENU/ENTERキーを押します。

キャンセル
選択してMENU/ENTERキーを押すと、ファイル処理画面が閉じます。
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波形収録
オプションプログラムのNX-42WRで波形収録を行う場合に選択します。

NX-42WRが搭載されていないと選択できません。

詳細については、「波形収録プログラムNX-42WR」の取扱説明書をご覧ください。
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メニューリストの一覧

システム
 設定の保存/読出 ▼------- 工場出荷時設定に戻す
  内蔵メモリ---内蔵メモリにある設定グループ名一覧
  Start upファイル 
  SD---SDカードにある設定グループ名一覧
 現在時刻の設定
 バックライト・液晶設定▼-バックライト自動消灯時間
  バックライト明るさ
  オートストア時液晶自動消灯時間
 電池の種類---アルカリ乾電池／ニッケル水素充電池 
 カードフォーマット
 インデックス 
 プログラム情報 ▼-------- 型式、バージョン
 タッチパネルロック
 ECO設定（省電力）
 Language---日本語／English

表示
 Leq、LE、Lmax、Lmin、(付加演算がONのとき LCeq、LCpeak、LZpeak、LAIeq)、

L5、L10、L50、L90、L95、 時間-レベル（ONのとき時間スケール選択）、
 表示・出力フルスケール、バーグラフ下限
入出力
 交流（AC）出力---OFF／連動／A特性／C特性／Z特性
 直流（DC）出力
 コンパレータ ▼---------- コンパレータON/OFF、コンパレータレベル、コンパレータバンド
 通信制御機能---OFF／USB／RS-232C（RS-232Cのときボーレート選択）
ストア
 ストアモード------------- Manual／Auto／Timer Auto

Manual-------ストア名／測定時間
Auto---------ストア名／総測定時間／Lpストア周期／Leq演算周期
Timer Auto----ストア名／Lpストア周期／Leq演算周期／開始時刻／停止時刻／測定間隔／

　　　　　 スリープモード
測定設定
 周波数重み付け特性------- A／C／Z 
 時間重み付け特性--------- F(速い)／S(遅い)
 ウインドスクリーン補正---WS無し／WS-10／WS-15

 拡散音場補正（DF）
 遅延測定
 バックイレース（BE）
 サブチャンネル測定 ▼---- サブチャンネル測定ON/OFF、周波数重み付け特性、
  時間重み付け特性、付加演算設定
保存/印刷
機能切替
リコール
 リコールデータの一覧
波形収録（オプションNX-42WR搭載時）

▼----：階層へ進んだときの表示項目
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本器は「サウンドレベルの測定」以外の測定を行うと、本器の持っている測定機能

（Leq、LE、Lmax、Lmin、LN）を全て同時に行います（ただし、サブチャンネル測定に

関してはメニューリスト画面内の「測定設定」で ON に設定されているときのみ測

定を行います）。したがって、時間平均サウンドレベルの測定を行うと実際には単

発騒音暴露レベルや時間率サウンドレベルの測定を同時に行っています。

サウンドレベル以外の各測定量を画面に表示させるには、メニューリスト画面内の

「表示」で各測定量の表示設定を ON にしておく必要があります。

また、測定の前に 23 ページを参照して必ず日付、時刻を合わせてください。

サウンドレベル（Lp）の測定

サウンドレベル測定の手順は次のようになります。

「準備」の章が済んだものとして説明します。

1. POWER キーを押して、電源を ON にします。

電源投入時の画面を表示後に測定画面が表示されます。

測定画面の測定条件は本器が前回電源を切ったときの条件となるため、毎回

同じ表示になるとは限りません。

2. MENU/ENTER キーを押し、メニューリスト画面でタッチパネルを用いて

周波数重み付け特性を設定します。通常サウンドレベルを測定するときは

A（A 特性）にします。

設定を Z（Ｚ特性）にすると 10 Hz～20 kHz まで周波数特性が平たんなサウ

ンドレベルが測定できます。

設定を C（C 特性）にすると 31.5 Hz～8 kHz まで周波数特性が平たんなサウ

ンドレベルが測定できます。

周波数重み付け特性はメニューリスト画面内の「測定設定」でも設定できま

す。

サブチャンネルの周波数重み付け特性はメニューリスト画面内の「測定設

定」で設定します。

測 定
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3. メニューリスト画面でタッチパネルを用いて時間重み付け特性を設定します。

通常F（速い）にします。

JIS などの規格に従って測定する場合は、その規格に従って、周波数重み付

け特性、時間重み付け特性を設定します。

時間重み付け特性はメニューリスト画面内の「測定設定」でも設定できます。

サブチャンネルの時間重み付け特性はメニューリスト画面内の「測定設定」

で設定します。

4. メニューリスト画面内の［表示］を選択して、表示・フルスケール、バーグラ

フ下限を設定します。バーグラフの表示が中央付近を指示するよう設定して

ください。

OUTPUT OVER がたびたび表示されるようであればバーグラフのレン

ジを設定し直してください。

5. レベル表示の読み値がサウンドレベルとなります。

レベル表示は 1秒ごとに更新されます。

PAUSE/CONTキーを押すことにより、レベル表示の一時停止と更新を行

うことができます。バーグラフ表示は中断中でも更新されます。中断時は中

断中を示すマーク（ l l）が表示されます。中断中はインジケータランプが青色

で点滅します。
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時間平均サウンドレベル（Leq）の測定

時間平均サウンドレベル測定の手順は次のようになります。

「準備」の章が済んだものとして説明します。

1. 電源をONにします。

2. MENU/ENTERキーを押し、メニューリスト画面でタッチパネルを用いて

周波数重み付け特性を設定します。

通常はA（A特性）にします。

周波数重み付け特性はメニューリスト画面内の「測定設定」でも設定できま

す。

3. メニューリスト画面でタッチパネルを用いて時間重み付け特性を設定します。

通常 F（速い）にしますが、時間平均サウンドレベルの測定結果には影響を

与えません。

時間重み付け特性はメニューリスト画面内の「測定設定」でも設定できます。

ノート

本器ではLeq、LE の演算を音圧波形に対して高速サンプリ
ング（20.8 µs）したデータを使用しているので、時間重み
付け特性の影響を受けません。

4. メニューリスト画面内の［表示］を選択して、表示・フルスケール、バーグラ

フ下限を設定します。バーグラフの表示が中央付近を指示するよう設定して

ください。

OUTPUT OVERがたびたび表示されるようであればレベルレンジを設定

し直してください。

5. 測定画面にLAeq を表示するように設定します。

/  /  /   キーで［表示］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。
表示画面が表示されます。

6. /  キーで［Leq］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、［ON］、

［OFF］の選択画面が表示されます。

7. /  キーで「ON」を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

PAUSE/CONTキーを押して、メニューリスト画面に戻ります。
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8. データを保存するときは、ストア操作の章（73ページ）を参照してください。

9. ストアモードを設定します。

/  /  /   キーで［ストア］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。
ストア画面が表示されます。

10. /  キーで［ストアモード］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

ストアモードの選択画面が表示されます。

11. /  キーで「Manual」を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

12. 測定時間を設定します。

/  キーで［測定時間］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。測

定時間の選択画面が表示されます。

13. /  キーで「10s」（10 秒）、「1min」（1分）、「5min」、「10min」、「15min」、

「30min」、「1h」（1時間）、「8h」、「24h」、「ユーザー設定」から測定時間を

選択します。

「ユーザー設定」を選択した場合は、任意の測定時間が設定できます（最長 24

時間）。

PAUSE/CONTキーを押して、メニューリスト画面に戻ります。

14. 必要であれば、遅延時間を設定します。遅延時間を設定すると、START/

STOPキーを押してから設定時間経過後に測定を開始します。

/  /  /   キーで［測定設定］を選択して、MENU/ENTERキーを押し
ます。

測定設定画面が表示されます。

15. /  キーで［遅延測定］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。遅

延時間の選択画面が表示されます。

16. /  キーで「OFF」、「1s」（1 秒）、「3s」、「5s」、「10s」から選択して、

MENU/ENTERキーを押します。

PAUSE/CONTキーを押して、メニューリスト画面へ戻ります。

測定開始

Leq時間

時間

START/STOPキーを押す

遅延測定で
設定された
遅延時間
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17. 必要であれば、バックイレースを設定します。測定を中断した場合に、設定

した時間の分だけ中断前のデータを演算に含めないようにします。

/  /  /   キーで［測定設定］を選択して、MENU/ENTER キーを押し

ます。

測定設定画面が表示されます。

18. /  キーで［バックイレース］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

バックイレース時間の選択画面が表示されます。

19. /  キーで「OFF」、「1s」（1 秒）、「3s」、「5s」から選択して、MENU/

ENTER キーを押します。

20. START/STOP キーを押して、測定画面へ戻ります。

21. START/STOP キーを押して、測定を始めます。

このとき前回の測定値はクリアされます。

測定中は測定中であることを示す ▼マークが点滅し、経過時間も表示します。

また、インジケータランプが赤色で点滅します。

手順 13 で設定した測定時間が経過すると自動的に測定が終了します。

設定した時間以前に終了したい場合は再度 START/STOP キーを押します。

測定中に 1 回でも過大信号または過小信号が発生すると OVER または

UNDER と表示され、演算値に過大信号または過小信号データが含まれる

ことを示します。

重 要

測定中は /  キーはマーカとして動作します（ストアモー

ドがAuto、Timer Auto で Lp ストア周期が設定されてい
る場合）。 /  キーを押し続けることで、区間としてマー

カを入れることもできます。

測定を始める前に設定は全て終了しておく必要があります。
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測定中は PAUSE/CONTキーで測定の中断と再開を行うことができます。

中断時は中断中を示すマーク（ l l）が表示されます（中断中およびバックイ

レース機能の働いた時間は測定時間に含まれません）。

手順 17～19 でバックイレース機能を設定した場合は、時間 - レベル画面

（T-L 画面）を使うと便利です（42 ページ参照）。除去されるデータが下図の

ように画面で表示されます。

22. DISPLAYキーを押して、表示を切り替えます。

LAeq と表示された値が時間平均サウンドレベル値となります。
LAeq が表示されない場合はL eq の表示設定がONになっているか確認して
ください。

OVER が表示されたときは、演算に使用したサウンドレベルに過大信号

データが含まれていたことを示します。

UNDERが表示されたときは、演算に使用したサウンドレベルに過小信号

データが含まれていたことを示します。

ノート

測定中にDISPLAYキーを押して、計算途中の時間平均
サウンドレベル値を読み取れます（レベル数値表示のみ、
バーグラフはサウンドレベル）。
測定終了後、周波数重み付け特性A/C/Z、時間重み付け
特性F（速い）/S（遅い）などの設定を変化させると測定値を
非表示にします。

時間－レベル画面

バックイレースON(5s)で
消去されるデータ
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音響暴露レベル（LE）、サウンドレベルの最大値（Lmax）、サウン

ドレベルの最小値（Lmin）、時間率サウンドレベル（LN）の測定

音響暴露レベル（L E）、サウンドレベルの最大値（Lmax）、サウンドレベルの最小
値（Lmin）、時間率サウンドレベル（LN）は全て時間平均サウンドレベル（Leq）と同
時に測定されます。

メニューリスト画面内の［表示］を選択して、表示したい測定量の設定をONにし、

時間平均サウンドレベルを測定すると、各測定量が画面に表示されます。
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付加演算値の測定

本器はサブチャンネル測定設定をONにすると、Leq、LE、Lmax、Lmin、LN のほかに
下記のうちいずれか 1つの演算を同時に測定できます。

LCeq： C 特性時間平均サウンドレベル

LCpeak： C 特性ピークサウンドレベル
LZpeak： Z 特性ピークサウンドレベル
LAIeq： インパルス時間平均サウンドレベル（オプションNX-42EX搭載時）

設定できる付加演算の測定量
付加演算で設定できる測定量はサブチャンネル測定の設定により異なります。

設定できる付加演算の測定量と、サブチャンネル測定の設定の関係は以下のように

なります。

付加演算の測定量
サブチャンネル測定の設定

設定毎の測定量
周波数重み付け特性 時間重み付け特性

Leq

A I（インパルス） LAIeq
C F（速い）

LCeq
Ｃ S（遅い）

Lpeak

C F（速い）
LCpeak

C S（遅い）

Z F（速い）
LZpeak

Z S（遅い）

ノート

表示画面で付加演算測定量の表示を［ON］にしないと、測
定値は測定画面に表示されません。

オプションの機能拡張プログラムNX-42EXが装備されて
いないと時間重み付け特性の［I］（インパルス）は選択でき
ません。
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付加演算値の設定手順
あらかじめ設定したい付加演算に応じたサブチャンネル演算を設定しておいてくだ

さい（26 ページ参照）。

1. MENU/ENTERキーを押してメニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［測定設定］を選択して、MENU/ENTERキーを押し
ます。測定設定画面が表示されます。

3. /  キーで［サブチャンネル測定設定］を選択して、MENU/ENTERキーを

押します。サブチャンネル測定設定画面が表示されます。

4. /  キーで［付加演算設定］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

付加演算の設定画面が表示されます。

5. /  キーで付加演算で求める量を［Leq］、［Lpeak］から選択して、

MENU/ENTERキーを押します。選択できない測定量は表示されません。

6. PAUSE/CONTキーを押してメニューリスト画面に戻ります。

7. /  /  /   キーで［表示］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。
表示画面が表示されます。

8. ［付加演算設定］で選択した測定量が表示されるので、選択して、MENU/

ENTERキーを押します。［ON］、［OFF］の選択画面が表示されます。

9. /  キーで［ON］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

10. START/STOPキーを押して測定画面に戻ります。

付加演算値の測定
時間平均サウンドレベルを測定すると、付加演算値が画面に表示されます。
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本器は測定データ（サウンドレベルや時間平均サウンドレベルなどの演算値、周波

数重み付け特性、時間重み付け特性などの測定条件）を内蔵メモリまたは SDカー

ドに保存できます。

ここではメモリへの保存の仕方、メモリからの読み出しを説明します。

ストアモードは 3種類ありますが、オプションの機能拡張プログラムNX-42EXが

搭載されていない場合は操作可能なモードはManual のみです。

SDカードが挿入されていないときは、ストア名は設定できません。

重 要

当社販売の SDカードを使用してください。当社販売の
SDカード以外は動作保障いたしません（88ページ参照）。

Manual
サウンドレベルを除く演算値全てを 1データ組として、測定者が 1データずつ、手

動で保存する方法です。

測定終了後測定者がストア操作をすると、測定された各演算値、測定条件が時刻と

ともに保存されます。

保存先は SDカードが装着されていなければ本体内蔵メモリに、SDカードが装着

されていれば SDカードに自動的に保存されます。

本体内蔵メモリの場合： 最大 1,000 組

SDカードの場合： 最大 1,000 組を 1 ストア名として、100 ストア名

保存可能

Auto（機能拡張プログラムNX-42EX 搭載時のみ）
サンプリング周期の設定で選択されたサウンドレベルと設定した時間間隔で演算さ

れた結果を連続記録します。

Lp ストア
最大 1000 時間分のサウンドレベルを連続して自動保存します。

SDカードを装着することで使用可能となります。

騒音のレベル変動を記録するときに便利なストア機能です。

サンプリング周期は 100 ms（100 ミリ秒）、200 ms、1 s（1 秒）、LAeq,1 sec（1 秒

ごとのLeq）を選択できます。

ストア操作
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Leq ストア
サウンドレベルを除く演算値全てを 1データ組として、最大 100,000 組分のデー

タを連続して自動保存します。

SDカードを装着することで使用可能となります。

測定時間を決めた長時間の測定に最適です。

演算周期は 10 s（10 秒）、1 min（1 分）、5 min、10 min、30 min、1 h（1 時間）、

8 h、24 h、手動（最大 24 時間）を選択できます。

Timer Auto（機能拡張プログラムNX-42EX 搭載時のみ）
設定したスタート時刻とトリガ発生の繰り返しインターバルにより、オートスト

アを行います。

重 要

ストア中は電源を切ったり、カードを抜いたりしないでく
ださい。内部データを破壊することがあります。

SDカードがスロットに挿入されていると、内蔵メモリへ
の保存はできません。

ノート

測定、演算データのタイムスタンプには演算開始点の時刻
が用いられます。例えば、Leq ストアで演算時間 1分の場
合は、データのタイムスタンプ 00:01:02 は、時刻 00:01:02
から 1分間の値を意味します。

内蔵メモリに記録したデータは、バックアップ電池切れな
どによる消失を防ぐため、SDカードに移しておくことを
お勧めします。

環境計測データ管理ソフトウェアAS-60 を使用する場合の注意点
・ 測定データをAS-60 で処理する場合、AS-60 ではManual ストアデータを

読み込めないので、Auto およびTimer Auto ストアで測定してください。

・ NL-42/52 でサンプリング周期 200 ms および 1 s で Lp ストアを行った場合、

AS-60 では、測定データの時間区間内の最大 Lp を Lmax、最小 Lp を Lmin
として算出します。正確なLmax、Lmin を求めたい場合は、サンプリング周

期 100 ms で Lp ストアを行ってください。この設定ではLp の測定とともに

Lmax、Lmin の測定もサンプリング周期ごとに同時に行われます。
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Manual モードでのストア操作

メモリに保存する
演算終了時の確認画面で測定者がストア操作を行うと、各演算値を保存します。

SDカードが挿入されていなければ、本体内蔵メモリに保存します。

SDカードが挿入されていれば、SDカード内に保存します。

メモリに保存する手順は次のようになります。

1. POWERキーを押して、電源をONにします。

2. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

3. /  /  /   キーで［ストア］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。
ストア画面が表示されます。

4. /  キーで［ストアモード］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

ストアモードの選択画面が表示されます。

5. /  キーで「Manual」を選択してMENU/ENTERキーを押します。オプ

ションプログラムの機能拡張プログラムNX-42EX が搭載されていない場

合は「Manual」以外は選択できません。

Manual モード選択時のストア画面
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6. ストア名（4 桁
けた

の数字）を設定します（SD カードが挿入されているとき）。

6-1. /  キーで［ストア名］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

ストア名の入力画面が表示されます。

6-2. /   キーで上 2 桁
けた

を選択して、 /  キーで設定します。

6-3. /   キーで下 2 桁
けた

を選択して、 /  キーで設定して、MENU/

ENTER キーを押します。

7. 測定時間を設定します。

7-1. /  キーで［測定時間］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

測定時間の選択画面が表示されます。

7-2. /  キーで「10s」（10 秒）、「1min」（1 分）、「5min」、「10min」、「15min」、

「30min」、「1h」（1 時間）、「8h」、「24h」、「ユーザー設定」から測定時

間を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

7-3. 「ユーザー設定」を選択した場合は、ストア画面に「ユーザー設定」が表

示されるので、選択して、MENU/ENTER キーを押します。

7-4. 測定時間の設定画面が表示されるので、任意の時間を設定します。

「ユーザー設定」で設定できる時間は最長で 24 時間です。

8. START/STOP キーを押して測定画面に戻ります。

9. 保存するアドレスを決めます。

アドレスは画面に表示されています。赤色でアドレスが表示されていると

きは、そのアドレスにデータがあることを示しています。データのあるアド

レスに上書きする場合は、確認画面が表示されます。

/  キーで 0001～1000 まで変更できます。すでに測定データが保存されて

いる場合は、確認画面が表示され、データが上書きされます（保存されてい

たデータは消去され、今回保存するデータが残ります）。すでにデータが保

存されているかどうかは 78 ページの「保存されたデータを読み出す」を参照

してください。
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10. 測定を開始、終了します。終了後、確認画面が表示されるので /  キーで

「データを保存」を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、演算結果が

保存されます。

約 1秒でメモリへの保存が終了し、アドレスは 1増えた数になります。

保存される内容は、測定開始日時、測定時間、周波数重み付け特性、時間重

み付け特性（動特性）などの条件およびその演算結果、オーバー、アンダー

情報などです。

T-L 画面（時間対レベルのグラフ）は保存されません。

重 要

ストア操作を行うと、表示されているアドレスに測定デー
タを保存します。
赤色でアドレスが表示されているときは、そのアドレスに
データがあることを示しています。上書きにご注意くださ
い。

ノート

データを保存したアドレスが 1000 の場合はそれ以上アド
レス数は増加せず、1000 が点滅します。△または▽キーで
アドレスの表示を変更すると点滅はとまり、表示されたア
ドレスへのデータの保存が可能となります。
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保存されたデータを読み出す
Manual モードでメモリに保存したデータを読み出す手順は次のようになります。

1. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［リコール］を選択して、MENU/ENTERキーを押し
ます。ファイル選択画面が表示されます。

3. /  キーで読み出すデータを選択して、MENU/ENTERキーを押します。

4. /  キーで「データを確認」を選択し、MENU/ENTERキーを押すと、メ

モリに保存されたデータが表示されます。

保存されたデータを削除する
Manual モードでメモリに保存したデータを削除する手順は次のようになります。

ノート

ストア名の単位で削除されます。1アドレスごとの削除は
できません。

1. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［リコール］を選択して、MENU/ENTERキーを押し
ます。ファイル選択画面が表示されます。

3. /  キーで削除するデータを選択して、MENU/ENTERキーを押します。

4. 「データを削除」を選択し、MENU/ENTERキーを押します。

5. 確認画面が表示されるので、 /  キーで「はい」を選択し、MENU/

ENTERキーを押すと、データが削除されます。
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Auto モードでのストア操作

メモリに保存する
オプションの機能拡張プログラム NX-42EX が搭載されている必要があります。

SD カードが挿入されている必要があります。

Auto モードでは、Lp ストアとLeq ストアが同時に行われます（個別も可能）。

Auto でメモリに保存する手順は次のようになります。

カードスロットに SD カードが挿入されていることを確認してください。

1. POWER キーを押して、電源を ON にします。

2. MENU/ENTER キーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

3. /  /  /   キーで［ストア］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

ストア画面が表示されます。

4. /  キーで［ストアモード］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

ストアモードの選択画面が表示されます。

5. /  キーで「Auto」を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

Auto モード選択時のストア画面
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6. ストア名（4 桁
けた

の数字）を設定します。

6-1. /  キーで［ストア名］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。
ストア名の入力画面が表示されます。

6-2. /   キーで上 2 桁
けた

を選択して、 /  キーで設定します。
6-3. /   キーで下 2 桁

けた

を選択し、 /  キーで設定して、MENU/ENTER
キーを押します。

7. 総測定時間を設定します。

7-1. /  キーで［総測定時間］を選択して、MENU/ENTER キーを押しま
す。総測定時間の選択画面が表示されます。

7-2. /  キーで「10s」（10 秒）、「1min」（1 分）、「5min」、「10min」、「15min」、
「30min」、「1h」（1 時間）、「8h」、「24h」、「ユーザー設定」から総測定
時間を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

7-3. 「ユーザー設定」を選択した場合は、ストア画面に「ユーザー設定」が表
示されるので、選択して、MENU/ENTER キーを押します。

7-4. 総測定時間の設定画面が表示されるので、任意の時間を設定します。
「ユーザー設定」で設定できる時間は最長で 1,000 時間です。

8. Lp ストアのサンプリング周期を設定します。

8-1. /  キーで［Lp ストア周期］を選択して、MENU/ENTER キーを押
します。
Lp ストア周期の選択画面が表示されます。

8-2. /  キーで「OFF」、「100ms」（100ミリ秒）、「200ms」、「1s」（1秒）、「Leq, 
1s」からLp ストア周期を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

「OFF」を選択した場合は、Lp ストアは行いません。

9. Leq ストアの演算周期を設定します。

9-1. /  キーで［Leq 演算周期］を選択して、MENU/ENTER キーを押し
ます。
Leq 演算周期の選択画面が表示されます。

9-2. /  キーで「OFF」、「10s」（10 秒）、「1min」（1 分）、「5min」、「10min」、
「15min」、「30min」、「1h」（1 時間）、「8h」、「24h」、「ユーザー設定」
からLeq 演算周期を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

「OFF」を選択した場合は、Leq ストアは行いません。
9-3. 「ユーザー設定」を選択した場合は、ストア画面に「ユーザー設定」が表

示されるので、選択して、MENU/ENTER キーを押します。
9-4. Leq 演算周期の設定画面が表示されるので、任意の時間を設定します。

「ユーザー設定」で設定できる時間は最長で 24 時間です。
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ノート

Lp ストア周期とL eq 演算周期を両方OFF に設定するこ
とはできません。

10. START/STOPキーを押して測定画面に戻ります。

11. START/STOP キーを押して測定を開始します。設定したLp ストア周期、
Leq 演算周期が経過するたびに、測定量が自動で保存されます。
メモリへの保存が終了すると、アドレスは 1増えた数になります。

設定した総測定時間が経過すると、測定を終了します。途中で終了する場

合は START/STOPキーを押してください。

ノート

測定の経過時間とデータ数の関係について

Auto モードの場合、100 msec サンプルの場合 1秒あたり
10 個のデータを保存するため、測定の経過時間が 10 秒だ
とすると保存するデータ数は 100 個になります。1 sec サ
ンプルの場合は 10 個となります。

Auto モード中はポーズ機能は使用できません。

Auto モード時はストアアドレスを経過時間に換算して表
示します。
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マーカ

ストアモードがAUTO、TIMER AUTOで Lp ストア周期が設定されている場合、

データにマーカを入れることができます。

1. メニューリスト画面内の「ストア」画面でストアモードをAUTOまたは

TIMER AUTOに設定します。

Lp ストア周期など測定に必要な条件を設定します。

2. START/STOPキーを押して測定状態にします。

3. キー（マーカ 1）、  キー（マーカ 2）を押すと画面にマーカが入ります。

4. 設定した終了時間が過ぎるか、START/STOPキーを押して測定を終了し

ます。

5. メニューリスト画面で［リコール］を選択して、MENU/ENTERキーを押し

ます。

6. 保存したデータを選択して、MENU/ENTERキーを押します。ファイル処

理画面が表示されます。

7. 「データを確認」を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

リコールデータが表示されます。

8. DISPLAYキーを押すと、マーカが入った時間－レベル画面が表示されます。

時間－レベル画面

マーカ1(赤色)

マーカ2(青色)
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保存されたデータを読み出す
Auto モードでメモリに保存したデータを読み出す手順は次のようになります。

1. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［リコール］を選択して、MENU/ENTERキーを押し
ます。ファイル選択画面が表示されます。

3. /  キーで読み出すデータを選択して、MENU/ENTERキーを押します。

4. /  キーで「データを確認」を選択し、MENU/ENTERキーを押すと、メ

モリに保存されたデータが表示されます。

ノート

ストアデータのサイズの目安は以下のようになります。

Lp 100 ms で 1 時間ファイルが約 3 MByte

Leq 10 min で 24 時間ファイルが約 20 kByte

保存されたデータを削除する
Auto モードでメモリに保存したデータを削除する手順は次のようになります。

1. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［リコール］を選択して、MENU/ENTERキーを押し
ます。ファイル選択画面が表示されます。

3. /  キーで削除するデータを選択して、MENU/ENTERキーを押します。

4. /  キーで「データを削除」を選択し、MENU/ENTERキーを押します。

5. 確認画面が表示されるので、 /  キーで「はい」を選択し、MENU/

ENTERキーを押すと、データが削除されます。
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Timer Auto モードでのストア操作

メモリに保存する
オプションの機能拡張プログラム NX-42EX が搭載されている必要があります。

SD カードが挿入されている必要があります。

Timer Auto モードでは、Lp ストアとLeq ストアが同時に行われます（個別も可能）。

Timer Auto モードでメモリに保存する手順は次のようになります。

カードスロットに SD カードが挿入されていることを確認してください。

1. POWER キーを押して、電源を ON にします。

2. MENU/ENTER キーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

3. /  /  /   キーで［ストア］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

ストア画面が表示されます。

4. /  キーで［ストアモード］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

ストアモードの選択画面が表示されます。

5. /  キーで「Timer Auto」を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

Timer Auto モード選択時のストア画面
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6. ストア名（4 桁
けた

の数字）を設定します。

6-1. /  キーで［ストア名］を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

ストア名の入力画面が表示されます。

6-2. /   キーで上 2 桁
けた

を選択して、 /  キーで設定します。

6-3. /   キーで下 2 桁
けた

を選択し、 /  キーで設定して、MENU/ENTER

キーを押します。

7. Lp ストアのサンプリング周期を設定します。

7-1. /  キーで［Lp ストア周期］を選択して、MENU/ENTER キーを押

します。

Lp ストア周期の選択画面が表示されます。

7-2. /  キーで「OFF」、「100ms」（100ミリ秒）、「200ms」、「1s」（1秒）、「Leq, 

1s」からLp ストア周期を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

「OFF」を選択した場合は、Lp ストアは行いません。

8. Leq ストアの演算周期を設定します。

8-1. /  キーで［Leq 演算周期］を選択して、MENU/ENTER キーを押し

ます。

Leq 演算周期の選択画面が表示されます。

8-2. /  キーで「OFF」、「10s」（10 秒）、「1min」（1 分）、「5min」、「10min」、

「15min」、「30min」、「1h」（1 時間）、「8h」、「24h」、「ユーザー設定」
からLeq 演算周期を選択して、MENU/ENTER キーを押します。

「OFF」を選択した場合は、Leq ストアは行いません。

8-3. 「ユーザー設定」を選択した場合は、ストア画面に「ユーザー設定」が表

示されるので、選択して、MENU/ENTER キーを押します。

8-4. Leq 演算周期の設定画面が表示されるので、任意の時間を設定します。

「ユーザー設定」で設定できる時間は最長で 24 時間です。

ノート

Lp ストア周期とL eq 演算周期を両方 OFF に設定するこ
とはできません。
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9. 開始時刻を設定します。設定した時刻（年月日時分）になると、測定を開始

します。

9-1. /  キーで［開始時刻］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

開始時刻の設定画面が表示されます。初めて設定画面を開いたときは、

現在時刻が示されています。

9-2. /   キーで「年」、「月」、「日」、「時」、「分」を選択して、 /  キーで

設定します。

9-3. 9-2 を繰り返し、全ての設定を終えたら、MENU/ENTERキーを押し

ます。

10. 停止時刻を設定します。設定した時刻（年月日時分）になると、測定を終了

します。

10-1. /  キーで［停止時刻］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

停止時刻の入力画面が表示されます。

10-2. /   キーで「年」、「月」、「日」、「時」、「分」を選択して、 /  キーで

設定します。

10-3. 10-2 を繰り返し、全ての設定を終えたら、MENU/ENTERキーを押

します。

11. 測定間隔を設定します。

11-1. /  キーで［測定間隔］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

測定間隔の選択画面が表示されます。

11-2. /  キーで「OFF」、「5min」（5分）、「10min」、「15min」、「30min」、「1h」

（1時間）、「8h」、「24h」から測定間隔 を選択して、MENU/ENTER

キーを押します。

測定間隔を設定した場合

21
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ノート

測定条件を設定する際に、「Leq 演算周期」で設定した測定
時間（実測時間）は「測定間隔」で設定した測定周期（観測時
間）を超えてはいけません。このような設定にした場合、本
器は測定開始時にエラーメッセージを表示します。また、
測定開始時刻と終了時刻が同じ場合測定は行いません。

12. スリープモード（54 ページ参照）を設定します。

12-1. /  キーで［スリープモード］を選択して、MENU/ENTERキーを押

すと、「ON」、「OFF」の選択画面面が表示されます。

12-2. スリープモードを使用する場合は「ON」 を選択して、MENU/ENTER

キーを押します。

13. START/STOPキーを押します。設定した開始時刻になると測定を開始し

ます。設定したLp ストア周期、L eq 演算周期が経過するたびに、測定量が
自動で保存されます。

メモリへの保存が終了すると、アドレスは 1増えた数になります。

設定した停止時刻になると測定を終了します。途中で終了する場合は

START/STOPキーを押してください。

ノート

測定の経過時間とデータ数の関係について

Timer Auto モードの場合、100 msec サンプルの場合 1
秒あたり 10 個のデータを保存するため、測定の経過時間
が 10秒だとすると保存するデータ数は 100個になります。
1 sec サンプルの場合は 10 個となります。

Timer Auto モード中はポーズ機能は使用できません。

Timer Auto モード時はストアアドレスを経過時間に換算
して表示します。

マーカ

手順はAuto モードと同じです（82 ページ参照）。

保存されたデータを読み出す

手順はAuto モードと同じです（83 ページ参照）。

保存されたデータを削除する

手順はAuto モードと同じです（83 ページ参照）。
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ストアデータのサイズについて

1 ストア名あたり保存できるデータ数は 1000 組です。

ストアデータの形式について

SDカードへ保存されるデータは、CSV形式となります。SDカード内にはサブディ

レクトリとファイルが作成されます。

メニュー画面で設定したストア名はサブディレクトリ名の下 4桁
けた

で使用されます。

1アドレスにつき 1つのファイルが作成されます。

SDカードについて

本器に使用できるメモリカードは SDカードです。

別売品の SDカードは当社からの購入品をご使用ください。

SDカードは同一社同一型式であっても仕様の異なるものが市販されていることが

あります。そのために当社以外の購入品では正しく動作しないことがあります。し

たがって、SDカードは必ず当社からの購入品を使用してください。

本器に挿入された SDカードはUSB接続によりドライバをインストールすること

なく、リムーバブルディスクとして認識されます。

接続には市販のUSBケーブル（A-min iB）を使用してください。通信機能を使用

しない場合は、メニューの入出力 - 通信制御機能はOFFのままにしてください。

ONにするとコンピュータへの接続時にUSB通信機能を利用するためのドライバ

が要求されます。

ノート

SD カードの測定データをコンピュータに移動し、再度
NL-42/52 本体へ戻した場合、測定日時（タイムスタンプ）
が測定時のものと異なる場合があるので、ご注意ください。
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データの修復について

突然の電源断があった場合、データが破損する可能性があります。この場合、本

器にはデータ修復機能があるので、SDカードを抜かずに、電源を再投入してくだ

さい。コンピュータなどでフォーマットするとデータは修復できません。ただし、

すべてのデータ修復を保証するものではありません。

例） LP 100 ms の場合、約 10 分前までのデータを修復できます。

 Leq 10 s の場合、約 1時間前までのデータを修復できます。

 ただし、設定によりデータが修復できない場合もあるのでご注意ください。

SDカードをフォーマットする

ノート

SD カードをフォーマット（初期化）すると、SDカードに記
録されているデータなどがすべて消去されます。

次のような場合は、SDカードをフォーマットしてください。

・ その SDカードを、本器で初めて使用するとき

・ SDカードに保存されている、すべてのデータを削除したいとき

操作方法は、次のとおりです。

1. システム画面で［カードフォーマット］を選択して、MENU/ENTERキーを

押します。

2. 確認画面が表示されるので、MENU/ENTERキーを押します。

ノート

コンピュータでフォーマットする場合は「ファイルシステ
ム」で「FAT」、または「FAT32」を選択してください。
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画面のハードコピー

DISPLAYキーを押しながら /  /  /   キーの   キーを押すと、「スクリーン

ショットを保存しました」というメッセージが表示され、表示されていた画面が

ビットマップ形式のデータとして SDカードに保存されます。

格納フォルダ ¥Screenshot¥

ファイル名 保存したときの時刻

拡張子  .BMP

データ容量 1 ファイルにつき約 300 kByte

となります。
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AC OUT（交流出力）

本器底面のAC OUT端子から出力する交流信号の周波数重み付け特性を設定しま

す。

1. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［入出力］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。
入出力画面が表示されます。

3. /  キーで［交流（AC）出力］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

出力信号の選択画面が表示されます。

4. /  キーで出力したい信号を「OFF」、「連動」、「A特性」、「C特性」、「Z特性」

から選択して、MENU/ENTERキーを押します。

「連動」を選択するとメインチャンネルの信号が、測定時に設定した周波数

重み付けを行った後の交流信号として出力されます。

「A特性」、「C特性」、「Z特性」を選択するとメインチャンネルの信号が選択

した周波数重み付けを行った後の交流信号として出力されます。

出力電圧： 表示・出力フルスケールにおいて 1 Vrms ± 50 mVrms

例：表示・出力フルスケールの設定が 120 dB の場合、

120 dB 入力時に 1 Vrms ± 50 mVrms を出力

出力抵抗： 約 600 Ω

負荷抵抗： 10 k Ω以上

適合コード： 出力コードCC-24（BNC- ミニプラグ）

他のケーブルは動作保障いたしません。

「OFF」を選択すると交流信号は出力されません。

重 要

本機能を使用した場合、電池寿命は約25％短くなります。

入出力端子
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本器の指示値と交流出力電圧の関係は下図のようになります。

本器を校正状態にしたときの出力信号（表示・出力フルスケール 120 dB の

目盛上限 - 6 dB ＝ 114 dB、1000 Hz の正弦波）は 0.5 Vrms になります。

出
力
電
圧

（Vrms）

10

1

0.1

0.01

0.001

100μ

10μ

-90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 FS +10

目盛（dB）
FS：フルスケール値

指示値と交流出力電圧の理想特性

群遅延について
本器はマイクロホンからの入力信号をA/D変換し、DSPによるデジタル信号処理

の後、D/A変換し、交流出力信号を出力します。そのために、マイクロホンから

の入力信号に対して、波形収録で約700 µs、交流（AC）出力で約1.3 msの遅れ（群

遅延）を持ちます。
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DC OUT（直流出力）

本器底面のＤＣ OUT端子から直流信号を出力するか設定します。

1. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［入出力］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。
入出力画面が表示されます。

3. /  キーで［直流（DC）出力］を選択して、MENU/ENTERキーを押すと、

「ON」、「OFF」の選択画面が表示されます。

4. /  キーで「ON」を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

メインチャンネルの信号が周波数重み付け、実効値検波、対数圧縮を行った

後の信号として本器底面のDC OUT端子に出力されます。本器で設定した

周波数重み付け特性と時間重み付け特性のかかったレベル化直流信号です。

出力電圧： 表示・出力フルスケールにおいて 2.5 V、25 mV/dB

例：表示・出力フルスケールの設定が 120 dB の場合、

120 dB 入力時に 2.5 V ± 25 mVを出力

出力抵抗： 約 50 Ω

負荷抵抗： 10 k Ω以上

適合コード： 出力コードCC-24（BNC- ミニプラグ）

他のケーブルは動作保障いたしません。

「OFF」を選択すると信号は出力されません。

重 要

本機能を使用した場合、電池寿命は約25％短くなります。
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本器の指示値と直流出力電圧の関係は下図のようになります。

本器を校正状態にしたときの出力信号（表示・出力フルスケール 120 dB の

目盛上限 - 6 dB ＝ 114 dB）は 2.35 V になります。

出
力
電
圧
（V）

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0
-110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 FS +10

目盛（dB）
FS：フルスケール値

指示値と直流出力電圧の理想特性
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Ｉ /Ｏ端子

I /O 端子は本器底面にあり、RS-232C 用端子またはコンパレータ出力端子となり

ます。

RS-232C 用端子としてプリンタと接続して使用する場合は 19 ページ、コンパレー

タ出力端子として使用する場合は 30 ページを参照してください。

ノート

RS-232C とコンパレータは同時に使用できません。

コンパレータ出力

コンパレータ出力
 オープンコレクタ
 最大印加電圧 DC24V

 最大駆動電流 DC60mA

最大出力電力 300 mW

約 480Ω

Tr

時間

レベルを下回って1秒間は
コンパレート信号を出力し続ける
1秒

コンパレート信号

コンパレータ
レベル

本体
内部回路
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初期値（工場出荷時の値）は下記のようになっています。

メインチャンネル周波数重み付け特性 ................................... A

メインチャンネル時間重み付け特性 ......................................... F（速い）

表示・出力フルスケール .................................................................... 130 dB

バーグラフ下限 ......................................................................................... 30 dB

校正モード .................................................................................................... 内部校正

バックイレース ......................................................................................... OFF

遅延測定 .......................................................................................................... OFF

ウインドスクリーン補正 .................................................................... WS なし

拡散音場補正 ............................................................................................... OFF

サブチャンネル測定 ............................................................................... OFF

サブチャンネル周波数重み付け特性 ......................................... A

サブチャンネル時間重み付け特性 .............................................. F（速い）

Leq ........................................................................................................................ ON
LE ......................................................................................................................... OFF
Lmax .................................................................................................................... ON
Lmin ..................................................................................................................... OFF
L05 ........................................................................................................................ OFF
L10 ........................................................................................................................ OFF
L50 ........................................................................................................................ ON
L90 ........................................................................................................................ OFF
L95 ........................................................................................................................ OFF
時間－レベル ............................................................................................... ON

時間スケール ............................................................................................... 20 s

付加演算測定量 ......................................................................................... OFF

ストアモード ............................................................................................... Manual

ストア名 .......................................................................................................... 0000

測定時間 .......................................................................................................... 10 min

ECO設定（省電力） ................................................................................. OFF

交流出力 .......................................................................................................... 連動

直流出力 .......................................................................................................... ON

コンパレータ（NX-42EX） ................................................................. OFF

初期値
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初期値

通信制御機能 ............................................................................................... OFF

ボーレート .................................................................................................... 9600 bps

バックライト自動消灯 ......................................................................... 30 s

バックライトの明るさ ......................................................................... 2

オートストア時液晶自動消灯時間 .............................................. OFF

インデックス ............................................................................................... 1

電池種類 .......................................................................................................... アルカリ乾電池

タッチパネルロック ............................................................................... OFF

START/STOPキーを押しながら、電源を投入すると、初期値に設定されます。

また、メニューの［システム―設定の保存 /読出］で［工場出荷時設定に戻す］を選択

してMENU/ENTERキーを押すと初期値に設定されます（99 ページ参照）。

時刻、言語およびストアデータについては初期化されません。
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レジューム機能

本器の電源を入れると測定画面が表示されます。そのときの設定状態は、前回電

源を切ったときのものとなります（レジューム機能）。

ノート

本器の内蔵メモリに Star t up ファイルが存在する状態で

本器を起動した場合は、Start upファイル読み込み機能（下

記参照）が優先されます。

起動時にStart up ファイルを読み込む

本器の内蔵メモリに Start up ファイルが存在する場合は、本器の電源投入時に、

Start up ファイルで起動するかどうかの選択画面が表示されます（Start up ファ

イル読み込み機能）。

その画面で「はい」を選択すると、Start up ファイルから設定が読み込まれます。

「いいえ」を選択すると、レジューム機能により、前回電源を切ったときの設定が

読み込まれます。

設定ファイル
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設定ファイル

設定を初期値（工場出荷時設定）に戻す

設定を初期値に戻す手順は、次のようになります。

1. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER
キーを押します。システム画面が表示されます。

2. /  キーで［設定の保存 /読出］を選択して、MENU/ENTERキーを押し

ます。設定操作画面が表示されます。

3. /  キーで「工場出荷時設定に戻す」を選択して、MENU/ENTERキーを

押します。確認画面が表示されます。

4. /  キーで「はい」を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

初期化される項目については、96 ページの「初期値」を参照してください。

設定操作画面
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設定ファイル

設定ファイルを利用する

設定ファイルを利用することにより、次のようなことが可能になります。

・ 内蔵メモリまたは SDカード内にあらかじめ用意しておいた設定ファイルを

読み込むことにより、設定を正確かつ能率的に行うことができる

・ 不用意に設定を変更してしまっても、内蔵メモリまたは SDカード内の設定

ファイルを読み込むことにより、設定が復元される

本器は内蔵メモリに 5個、SDカードに 5個までの設定を保存できます。

現在の設定を保存する

1. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER
キーを押します。システム画面が表示されます。

2. /  キーで［設定の保存 /読出］を選択して、MENU/ENTERキーを押し

ます。設定操作画面が表示されます。

3. /  キーで保存したい番号を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

設定ファイル処理画面が表示されます。

4. /  キーで［設定を保存］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

確認画面が表示されます。

5. /  キーで［はい］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。選択し

た番号に、現在の設定が保存されます。

ノート

リコールデータ画面の設定は保存されません。その直前に
表示されていた測定画面の設定が保存されます。
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設定ファイル

設定ファイルを読み込む

ノート

設定ファイルを読み込むと、現在の設定が上書きされま
す。設定ファイルを読み込む前に、必要に応じて現在の設
定を保存しておくことをお勧めします。

1. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER
キーを押します。システム画面が表示されます。

2. /  キーで［設定の保存 /読出］を選択して、MENU/ENTERキーを押し

ます。設定操作画面が表示されます。

3. /  キーで読み込みたい番号を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

設定ファイル処理画面が表示されます。

4. /  キーで［設定に反映］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

確認画面が表示されます。

5. /  キーで［はい］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。選択し

た番号のファイル内容が、本器の設定に反映されます。

設定ファイルを削除する

1. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER
キーを押します。システム画面が表示されます。

2. /  キーで［設定の保存 /読出］を選択して、MENU/ENTERキーを押し

ます。設定操作画面が表示されます。

3. /  キーで削除したい番号を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

設定ファイル処理画面が表示されます。

4. /  キーで［削除］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。確認画

面が表示されます。

5. /  キーで［はい］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。選択し

た番号のファイルが削除されます。
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設定ファイル

設定ファイルをコピーする

1. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER
キーを押します。システム画面が表示されます。

2. /  キーで［設定の保存 /読出］を選択して、MENU/ENTERキーを押し

ます。設定操作画面が表示されます。

3. /  キーでコピーしたい番号を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

設定ファイル処理画面が表示されます。

4. /  キーで［コピー］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

5. コピー先の番号の選択画面が表示されるので、 /  キーで選択して、

MENU/ENTERキーを押します。確認画面が表示されます。

6. /  キーで［はい］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。設定ファ

イルがコピーされます。



103

設定ファイル

Start up ファイルの設定

Start up ファイルに設定を保存しておくと、Start up ファイル内の設定で起動す

るよう指定できます。

1. 本器で、所望の測定状態になるように、測定条件などを設定します。

2. /  /  /   キーで［システム（Language）］を選択して、MENU/ENTER
キーを押します。システム画面が表示されます。

3. /  キーで［設定の保存 /読出］を選択して、MENU/ENTERキーを押し

ます。設定操作画面が表示されます。

4. /  キーで「Start up ファイル なし」を選択して、MENU/ENTERキーを

押します。「設定を保存」、「キャンセル」の選択画面が表示されます。

ノート

すでに Sta r t up ファイルが保存されている場合は、
「Start up ファイル あり」を選択してください。

5. /  キーで「設定を保存」を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

「設定を保存しました」のダイアログが表示されれば保存完了です。

ノート

「Start up ファイル あり」を選択して、データを上書きす
る場合は、確認画面が表示されるので、「はい」を選択して
ください。
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マイクロホン延長コードEC-04 シリーズ

特に精密な測定を行う場合は、マイクロホン延長コードを用いてマイクロホンを騒

音計本体から離して設置し、騒音計本体による回折効果や測定者の音響的影響な

どを軽減します。

下表に示すように 2 m～100 m までの 6種類のコードがあります。コードは複数

本使用して、更に長くすることもできます。

105 mまでの延長コードが計量法の検定対象です。

重 要

コードが長くなると、コードの持つ静電容量のため、測定
周波数範囲と測定レベルの上限が制限されます。
詳細は「技術解説編」を参照してください。

別売品

型 式
EC-04

EC-04A

EC-04B

長さ
2 m

5 m

10 m

型 式
EC-04C

EC-04D

EC-04E

長さ
30 m(リール部)＋5 m(中継コード)
50 m(リール部)＋5 m(中継コード)
100 m(リール部)＋5 m(中継コード)
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別売品

プリンタDPU-414

測定画面のハードコピーと内蔵メモリおよびメモリカードに保存されたデータを印

字できます（プリンタ、記録紙、プリンタ用ケーブルは別売です）。

本器で測定したデータをプリンタで印字する手順は次のようになります。

本器とプリンタの電源を入れ、プリンタをオンライン状態にします。また、「準備」

の章は済んだものとして説明します。

プリンタの取り扱いについては、プリンタに付属の取扱説明書を参照してください。

測定画面を印字する
測定画面のハードコピーが印字されます。印字する手順は次のようになります。

1. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［保存 /印刷］を選択してMENU/ENTERキーを押し
ます。保存 /印刷画面が開きます。

3. /  キーで［プリント印刷］を選択してMENU/ENTERキーを押すと、画

面が印刷されます。

キャンセルするときは［キャンセル］を選択してMENU/ENTERキー押し

ます。
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別売品

保存したデータを印字する
保存したデータがハードコピーされます。印字する手順は次のようになります。

1. MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［リコール］を選択して、MENU/ENTERキーを押し
ます。ファイル選択画面が表示されます。

3. /  キーで印刷したい保存データを選択し、MENU/ENTERキーを押し
ます。データ処理画面が表示されます。

4. /  キーで「データを確認」を選択して、
MENU/ENTERキーを押します。保存され
たデータが表示されます。

5. 保存データの表示画面でMENU/ENTER

キーを押します。リコール時のメニューリス

ト画面が表示されます。
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別売品

6. /  /  /   キーで［保存 /印刷］を選択して、MENU/ENTERキーを押
します。保存 /印刷画面が表示されます。

7. /  キーで、［範囲設定印刷］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

範囲設定印刷画面が表示されます。

8. 開始アドレスと終了アドレスを設定後、［印刷実行］を選択して、ENTER

キーを押します。設定したアドレス範囲のデータが印字されます。
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別売品

レベルレコーダ LR-07／LR-20A

レベルレコーダと接続して、サウンドレベルの時間的変化を記録できます。

サウンドレベルの記録
レベルレコーダでサウンドレベルの時間的変化を記録する手順は次のようにな

ります。本器とレベルレコーダの電源を入れてください。また、「準備」の章（8

ページ）は済んだものとして説明します。レベルレコーダの操作の詳細はレベル

レコーダの取扱説明書を参照してください。

1. レコーダへ出力する交流（AC）信号を選択します。

MENU/ENTERキーを押して、メニューリスト画面を表示させます。

2. /  /  /   キーで［入出力］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。
入出力画面が開きます。

3. /  キーで［交流（AC）出力］を選択して、MENU/ENTERキーを押します。

交流出力の選択画面が表示されます。

4. /  キーで出力させたい信号を［連動］、［A］、［C］、［Z］から選択して、

MENU/ENTERキーを押します。

5. START/STOPキーを押して測定画面に戻ります。

6. レコーダのレベル調整を行います。

CALキーを押して本器を内部校正状態にします。
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別売品

騒音計の目盛上限
 - 6 dBの位置

記録ペン

記録範囲が 50 dBの場合

7. レベルレコーダのレベル調整器（Leve l ad j）を回してペンが目盛上限か

ら -6 dB の位置を記録するよう調整します。

8. 再度本器の CALキーを押して本器を測定状態にします。

9. レコーダ側で時間重み付け特性を設定します。

10. 本器のメニューリスト画面内の［表示］画面で、表示・出力フルスケール値、

バーグラフ下限値を設定します。本器の表示・出力フルスケール値がレコー

ダの目盛上限値となります。
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別売品

オプションプログラム

本器は様々なオプションプログラムに対応しています。

使用方法についてはそれぞれのオプションプログラムの取扱説明書をご覧ください。

ノート

機能拡張プログラムNX-42EXは一度インストールすると
アンインストールできません。
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仕 様

適合規格

NL-42 計量法普通騒音計

JIS C 1509-1:2005 クラス 2

IEC 61672-1:2002 Class 2

ANSI S1.4-1983 Type 2

ANSI S1.4-1985 Type 2

ANSI S1.43-1997 Type 2

NL-52 計量法精密騒音計

JIS C 1509-1:2005 クラス 1

IEC 61672-1:2002 Class 1

ANSI S1.4-1983 Type 1

ANSI S1.4-1985 Type 1

ANSI S1.43-1997 Type 1

NL-42/NL-52 共通

CE マーキング、WEEE 指令、中国版 RoHS

測定機能 選択された時間重み付け特性、周波数重み付け特性にて全項

目を同時測定

主演算 時間重み付きサウンドレベル Lp

時間平均サウンドレベル Leq

音響暴露レベル LE

時間重み付きサウンドレベルの最大値 Lmax

時間重み付きサウンドレベルの最小値 Lmin

時間率サウンドレベル LN（05、10、50、90、

95）を最大 5 個

付加演算 主演算との同時測定機能として次のいずれか 1 つの測定が可能

C 特性時間平均サウンドレベル LCeq

C 特性ピークサウンドレベル LCpeak

Z 特性ピークサウンドレベル LZpeak

インパルス時間平均サウンドレベル LAIeq

付加演算の周波数特性はサブチャンネルの周波数特性と連動

するためサブチャンネルが C 特性（Z 特性）の場合、付加演算

LCeq および LCpeak（LZpeak）が選択可能。
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仕 様

演算時間 10 秒、1、5、10、15、30 分、1、8、24 時間および手動で任意

の時間を設定可能

手動演算時間は最長 24 時間

Auto ストア時は最長 1000 時間

LN は 10 秒以上の測定時間で表示

マイクロホンおよびプリアンプ

NL-42  NL-52

マイクロホン

型式  UC-52 UC-59

感度レベル  -33 dB -27 dB

プリアンプ  NH-24 NH-25

測定レベル範囲

A特性 25 dB～130 dB

C 特性 33 dB～130 dB

Z 特性 38 dB～130 dB

C 特性ピークサウンドレベル

55 dB～141 dB

Z 特性ピークサウンドレベル

60 dB～141 dB

自己雑音レベル

NL-42  NL-52

A 特性  19 dB 以下 17 dB 以下

C特性  27 dB 以下 25 dB 以下

Z特性  32 dB 以下 30 dB 以下

直線動作全範囲（A特性、1 kHz）

25 dB～138 dB

直線動作範囲

オールパス（A特性）

113 dB

測定周波数範囲 20 Hz～8 kHz （NL-42）

20 Hz～20 kHz （NL-52）

基準周波数 1 kHz

基準音圧レベル 94 dB

周波数重み付け特性

A、Cおよび Z特性
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仕 様

時間重み付け特性 F（速い）および S（遅い）

バーグラフ表示範囲

最大 110 dB（20～130 dB）

バーグラフレンジ切替

バーグラフの上限、下限を 10 dB 刻みで設定できる

表示・出力フルスケール

バーグラフ表示の上限

実効値検出回路 デジタル演算方式

サンプリング周期 Lp、Leq、LE、Lmax、Lmin、Lpeak：20.8 µs

（サンプリング周波数 48 kHz）

LN： 100 ms

校正

校正周波数 1 kHz

校正音圧レベル 94 dB（NL-52）

93.9 dB（NL-42）

計量法 内蔵電気信号による電気的校正

JIS、IEC NC-74 による音響校正

補正機能

ウインドスクリーン補正機能

ウインドスクリーン装着時に周波数特性へ与える影響を低減す

る

補正機能の ON/OFF はメニュー画面にて行う

※ウインドスクリーン装着時も JIS C 1509-1、IEC 61672-1 に

適合する

拡散音場補正機能

拡散音場において規格（ANSI S1.4）に適合するよう周波数特

性を補正する

補正機能の ON/OFF はメニュー画面にて行う

遅延時間 START/STOP キーが押されてから測定開始までの時間を設

定する

設定時間 OFF、1、3、5、10 秒から選択して設定

直前データ除去機能（バックイレース機能）

PAUSE/CONT キーで測定を一時停止したとき、その時点か

ら数秒間遡ったデータを演算から除外する

設定時間 OFF、1、3、5 秒から選択して設定
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仕 様

表示 バックライト付き TFT カラー半透過液晶表示器 WQVGA

（400 × 240 dots）

※液晶表示器にはタッチパネル（静電容量式）制御付き

バーグラフ更新周期

100 ms

数値表示更新周期

1 s

マニュアルストア 手動で 1 アドレスずつ測定結果を測定開始時刻とともに記録す

る

記録データ数 内蔵メモリに最大 1000 データ組

※外部メモリはカード容量に依存する（動作保障はリオン純正

カードに限る）

データリコール ストアデータの閲覧を行う

設定記憶 最大 5 組までの設定を本体の内蔵メモリに保存し、呼び出すこ

とができる

あらかじめ本体の内蔵メモリに格納されたファイルの設定で起

動することもできる

出力

直流出力 演算で選択された周波数重み特性で直流信号を出力する

直流出力 表 示・ 出 力 フ ル ス ケール に お い て 2.5 V、

25 mV/dB

出力抵抗 約 50 Ω

負荷抵抗 10 kΩ 以上

交流出力 演算で選択された周波数重み特性で交流信号を出力する

出力電圧 表示・出力フルスケールにおいて1 Vrms（実効値）

出力抵抗 約 600 Ω

負荷抵抗 10 kΩ 以上

直流出力 / 交流出力同時出力

直流出力と交流出力の同時出力が可能
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USB

マスストレージクラス

コンピュータにはストレージデバイスとして接続し、リムーバ

ブルディスクとして認識する

コミュニケーションデバイスクラス

コミュニケーションデバイスクラスを利用して、通信コマン

ドによる制御も可能である。ただし、通信コマンドではストア

データの転送およびストア動作に関わる設定はできない

プリントアウト 専用のプリンタDPU-414 に測定結果を印刷する

画面印刷モード 表示画面を 1枚印刷する

メモリ印刷モード

メモリの指定されたアドレス範囲のデータを連続して印刷する

RS-232C 通信 専用ケーブルの使用により、RS-232C 通信が可能

電源 単 3 形乾電池 4本または外部電源

動作時間（23℃） アルカリ電池 LR6 約 26 時間

ニッケル水素充電池 約 25 時間

動作時間は本器の設定により異なる

ACアダプタ NC-98 シリーズ

外部電源電圧 5～7 V（定格電圧 6V）

消費電流 90 mA（通常動作、定格電圧時）

使用温湿度範囲 -10℃～50℃、10%～90%RH（結露のないこと）

防塵防水性能

IP 等級 IP54（マイクロホン部除く）

有害な影響が発生する粉塵と、あらゆる方向からの飛まつによ

る水に対する保護

寸法、質量 約 250 mm× 76 mm× 33 mm、約 400 g
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付属品

収納ケース NL-42-025   1

ウインドスクリーン WS-10   1

ウインドスクリーン脱落防止ゴム NL-42-033 1

ストラップ VM-63-017   1

単 3 形アルカリ乾電池 LR6   4

取扱説明書（CD-ROM：操作編、シリアルインタフェース編、技術解説編、

各種オプションプログラム）  1

IEC 61672-1（JIS C 1509-1）対応資料  1

保証書    1

別売品

SD カード 512MB  SD-512M

SD カード 2GB   SD-2G

AC アダプタ（AC 100 V～240 V）  NC-98 シリーズ

バッテリパック（単 1 × 4 本）  BP-21

マイクロホン延長コード  EC-04 シリーズ

屋外用ウインドスクリーン  WS-15

出力コード   CC-24

コンパレータケーブル  CC-42C

プリンタ   DPU-414

プリンタ用ケーブル  CC-42P

USB ケーブル   A-miniB

RS-232C ケーブル  CC-42R

環境計測データ管理ソフトウェア  AS-60

波形分析ソフト   CAT-WAVE

音響校正器   NC-74

ピストンホン   NC-72A

三脚   ST-80

データレコーダ   DA-20/DA-40

レベルレコーダ   LR-07/LR-20A

オプションプログラム

機能拡張プログラム  NX-42EX

波形収録プログラム  NX-42WR
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寸法：mm

外形寸法図
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サービス窓口
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リオン計測器販売（株）
さいたま市南区南浦和2-40-2 南浦和ガーデンビルリブレ

〠 336-0017 TEL（048）813-5361 FAX（048）813-5364
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〠 812-0025 TEL（092）281-5366 FAX（092）291-2847
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